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第 6章自然科学分析

第 1節分析の概要

1 はじめに

本章では、整理等作業の過程で明らかとなった自然科学分析の結呆について報告する。そのため、『荒

尾南遺跡B地区 I~で報告した発掘区も対象に含んでいるa

分析項目は第2節から第 13節までの 12項目に分けたものの、内容が多岐に及ぶため、本節では第

2節以降の概要について記載する。なお、各節の引用・参考文献は、各節の文末にまとめて掲載した.

2 放射性炭素年代測定(第2節)

(1) 遺構商断割トレンチ等採取試料

当遺跡の微地形分析に関わり、無遺物層である旧流路等の形成年代を推定するために9試料の年代

測定を実施した。その結果、いずれも概ね縄文時代後期後葉から晩期中葉までに形成されたことが判

明し、旧流路上に形成されたB地区の遺構の時期がおよそ縄文時代晩期後半以降であることと整合す

る結果を得た。

(2) 木棺墓の棺材

棺材の残る木棺墓からは供献土器が出土せず、構築時期を推定する根拠が乏しいため、遺存した棺

材6試料の年代測定を行った。その結果、いずれも縄文時代晩期後半から弥生時代前期の年代を得た。

これは遺構検出面及び木棺墓の甥土中から出土した土器片等から推定できる時期と整合し、年代測定

結果を援用する乙とで木棺墓の時期をほぼ特定するととができた。

(3) 竪穴住居跡、土坑出土炭化材及び柱穴出土柱根

出土遺物から時期比定が困難な単独柱穴の時期を推定するためや、竪穴住居跡や土坑から出土した

土器と炭化材との時期を比較するために、 8試料の年代測定を行った。その結果、単独柱穴の柱根の

時期が弥生時代後期と推定でき、柱穴埋没後に形成された水田遺構の時期を推定することができた@

また、緊穴住居跡と土坑出土炭化材の測定結果では、 2試料が出土土器とほぼ同時期であったが、 4

試料は出土土器よりも古い測定結果を得た。

(4) SW∞唱の構造材

NR002内に設置されたSW003は杭の打設面が把握できず、構築時期を推定する根拠が乏しいため、

最外年輪が遺存している杭材3試料の年代測定を行った。その結巣、いずれも弥生時代中期に伐採さ

れたととが判明した。 NR002の弥生時代中期の様相は不明な点が多く、堰として構築されたSW003の

構築目的などの解明が今後の課題である。

(5) 土器付着炭化物

縄文時代晩期から古墳時代までの土器とその付着炭化物の時期を比較するために、 11試料の年代測

定を行った.その結果、両者の時期はほぼ整合したが、政期の土器付着炭化物の年代のみ明らかに古

い測定結果となり、付着炭化物の由来物質や埋土中に被った続成作用について再検討する必要性が生

じた。
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3 赤色顔料分析(第3節)

(1) 遺構出土試料の蛍光X線分析

竪穴住居跡や土坑、方形周溝墓等から出土した赤色顔料の種類を特定するために、 31試料の蛍光X

線分析を行った。その結果、 SZ156(木棺墓)出土産質料は水銀朱で、その他は鉱石状のベンガラであり、

パイプ状のベンガラではなかった。当遺跡北方約 3kmには赤鉄鉱を産出する金生山があり、その特徴

としてヒ素(As)や銅 (Cu)が含まれているとされている(金生山赤鉄鉱研究会2001)。しかし、今回

の分析において、ヒ素はS8429出土顔料1点のみで確認し、他では検出できなかった。

(2) 部.06162出土試料の蛍光X線分析とX線回折分析

SK06162では土器とともに多量の赤色顔料が出土し、その種類を特定するために蛍光X線分析とX

線回折分析、光学顕微鏡観察を行った@その結巣、鉄 (FC203)の割合が94.63%と高く、赤鉄鉱が検出

でき、粒子状赤色顔料が観察できた。以上から、赤色顔料はベンガラであるととが判明したロ

(3) 石杵付着試料の蛍光X線分析

倭鋭が出土したSD0381では多量の遺物とともに赤色顔料が付着した石杵が出土し、その種類を特

定するために蛍光X線分析を行った。その結果、赤色顔料は水銀朱であることが判明した。水銀朱が

付着している石杵の平坦面は磨滅が著しく、蔽打痕も認められることから、水銀朱を擦る(細粉化す

る)行為などに使用されたと考えられる。

(4) 倭鏡付着試料の元素マッピング分析

SD0381から出土した倭鏡に付着している赤色顔料の種類を特定し、その付着範囲を推定するために、

蛍光X線分析と元素マッピング分析を行った。その結果、赤色顔料はベンガラであり、鏡面と鏡背に

付着が認められた。

4 花粉分析(第4節〉

10_1地点にて検出した耕作跡 (STl57)に伴い、その性格と遺跡周辺の古植生を明らかにするため

に5試料の分析を行った。その結果、遺跡北西部では弥生時代後期~古墳時代初頭以降に水田稲作が

行われていた可能性が高いことが判明した。また、同時期には遺跡周辺に湖沼地等の滞水した場所が

存在し、丘陵地には照葉樹林及びスギ林を主体とする森林が広がり、一部には落葉広葉樹も混在して

いた可能性が指摘できた。

5 プラント zオパール分析{第5節)

花粉分析と同様に、 10_1地点にて検出した耕作跡 (ST157)の性格と、その周辺のイネ科植生を検

討するために 5試料の分析を行った。その結果、遺跡北西部では弥生時代中期~後期以前ではササ類

が分布し、弥生時代中期~後期になるとササ類に加えてウシクサ属やヨシj認が生育しており、弥生時

代後期~宵墳時代初頭以降に水田稲作が行われていた可能性が高いことが判明した。

6 堆積物粒度分析(第6節)

自然流路とその下部で検出した土坑の堆積物の特徴を検討するために、 7試料をモーメント法に従

って計算し、有機物包含量を求める分析を行った。その結果、縄文時代晩期の穣層は極めて大きな堆

積営力の河川環境下で堆積し、弥生時代中期以前の土坑はやや堆積営力の大きい状況下で付近から植

物遺体が運ばれ堆積した状況が推定できた。さらに、弥生時代後期~古墳時代前期にはやや離れた地

点から植物遺体が遼ばれたと推定できた@
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7 樹種同定{第7節〉

(1) 遺構出土炭化材、根株等の同定

竪穴住居跡等から出土した炭化材や生材147試料から、竪穴住居使用構造材の材質を採る手がかり

を得るために、また、自然流路周辺の遺構から出土した線株等7試料から、周辺の植生を復元する資

料を得るために、それぞれ樹種を同定した。その結果、炭化材には針葉樹と常緑性・落葉性広葉樹が

あり、多様な樹種選択がなされていたことが判明した。また、自然流路内ではアカガシ亜属が多く認

められたが、自然流路脇の土坑では樹穫の異なる4つの根株が存在していたことが明らかとなった。

(2) 掲載遺物の同定

報告書に実視a図を掲載した木製品582点の樹種を特定するために、同定を行った。その結果、針葉

樹334点、広葉樹245点、その他3点に分類できた。なお、器種別の樹種の選択性については、第7章

第6節にまとめた。

邑種実同定(第8節)

SD0381の理土から種実を抽出し、当時の古環境復元を推定するために 310試料以上の同定を行った。

その結果、 20分類群が認められ、ノブドウの種子が最も多かった。

9 鉄関連遺物分析(第9節)

当遺跡における鉄生産の可能性について検討するために、 11_4地点出土の鉄関連遺物2点のX線分

析を行った。その結果、 1点は鍛冶に伴う鍛冶津である可能性が高いことが判明したものの、その時

期については不明であり、今後の課題となった。

10 金属製品分析{第 10節)

B地区出土の 9点の金属製品の材質を検討するために、蛍光X線分析を行った.その結果、いずれ

も銅の割合が90%以上を占め、かなり赤みの強い金属製品であったととが判明した。

11 白色塊分析{第 11節〕

方形周溝墓の周溝や溝状遺構から出土した白色塊の材質及びその産地を推定する手掛かりを得るた

めに、 4試料の蛍光X線分析とX線問折分析を行った。その結果、白色塊はいずれも石灰岩であり、

周囲の河川の転石を当遺跡まで運んだのではなく、石灰岩の産出地から直接当遺跡まで持ち込まれた

可能性が高いことが判明した。

12 粘土塊分析{第 12節)

竪穴住居跡や土坑などから出土した粘土塊の特徴を調べるために、 30試料の偏光顕微鏡観察と蛍光

X線分析を行った。その結果、 1試料のみ骨針化石を含む水成粘土であったが、他は微化石を全く含

まない粘土であり、遺跡周辺に分布する埋没段丘の堆積物である可能性が高いことが判明した@

13 昆虫遺体分析(第 13節)

SD0381の埋十ーから昆虫遺体を抽出し、当時の古環境復元を推定するために分析を行った。その結果、

39分類群544点の昆虫を検出し、弥生時代中期には草原森林性昆虫が多く、弥生時代後期から古墳時

代初頭には湿地位昆虫が多いととが判明した。

引用文献

金生山赤鉄鉱研究会2001r金生山の赤鉄鉱と日本古代史』
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第2節放射性炭素年代測定

1 遺構菌断割トレンチ等採取試料

(1) はじめに

B、C地区における遺構検出面以下の堆積物から採取した積物遺体について、加速器質量分析法(A.'vlS

法)による放射性炭素年代測定を行ったロなお、分析は株式会社パレオ・ラボAMS年代測定グループ

(伊藤茂・安昭熔・康田正史・山形秀樹・小林紘一・ZaurLomtatidze' Ineza Jorioliani・中村賢太郎・

竹原弘展)が担当した。

表524 遺構面断割トレンチ等の測定鼠料及び処理

測定
遺跡デ]タ 試料デ]タ 前処理

番号

調査地点 117 

層位 :3層 試料の種類:炭化材 超音波洗浄

PLD- 取上番号9752 試料の性状:最終形成年輪 酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1. 2N.水
20283 

備考:調査区中央の遺構面断割トレンチl 酸化ナトリウム:1N.塩酸1.2N) 状態:wet 

む7グリッド

調査地点:11_7 
試料の種類:生の物遺体

層位:14層 超音波洗浄

PLD- 取上番号9753
(草本?)

酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N.水
20284 試料の性状:部准不明

備考:調査区中央の遺構面断割トレンチ2
状態:wet 

酸化ナトリウム:O.IN，塩酸1.2N) 

KE4グリッド

調査地点 118 
試料の種類:炭化材 超音波洗浄

PLD-
層位:12層

試料の性状:部准不明 酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N，水
20285 取上番号10201

酸化ナトリウム:O.IN，塩酸1.2N) 
備考:調査区東端の遺構面断割トレンチ

状態:wet 

調査地点:11_8 
試料の種類:炭化材 超音波洗浄

PLD-
層位:13層

試料の性状:都世不明 酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N，水
20286 取上番号10202

酸化ナトリウム:lN，塩酸:1. 2N) 
備考:調査区東端の遺構面断割トレンチ

状態:wet 

調査地点 10 2b 試料の種類:生材 超音波洗浄

PLD-
20287 

深度:地表から1.40m下 試料の性状:最終形成年輪? 酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1. 2N.水

備考:調査区南端の遺構面断割トレンチ 状態:wet 酸化ナトリウム:lN，塩酸1.2N) 

調査地点 10 2b 
試料の種類:生の植物遺体 超音波洗浄

層位:磯層上の泥炭層PLD- 試料の性状:業・枝 酸・アルカロ・酸洗浄(塩酸:1. 2N.水
20288 深度:地表から1.OOm下

備考:調査区南端の遺構面断割トレンチ
状態:wet 酸化ナトリウム:lN，塩酸1.2N) 

調査地点 10 2b 

層位:磯層上の泥炭層
試料の種類:生材(枝材) 超音波洗浄

PLD-
試料の性状:最終形成年輪 酸・アノレカリ・酸洗浄(塩酸1.2N，水

20289 深度:地表から1.14m下

備考:調査区南端の遺構面断割トレシチ
状態:wet 酸化ナトリウム:lN，塩酸:1. 2N) 

調査地点:10_3 
試料の種類:生材

超音波洗浄

PLD- 試料の性状:最終形成年輪
酸・アノレカリ・酸洗浄(塩酸:1. 2N，水

20290 
層位 :VI層砂穣層

(5年輪分)
備考:眠4グリッド 酸化ナトリウム:IN，塩酸1.2N) 

状態:wet 

調査地点:09_4 試料の種類:生材 超音波洗浄
PLD-

備考:調査区北端の遺構面断割トレンチ 試料の性状:最終形成年輪 酸・アノレカリ・酸洗浄(塩酸1.2N，水
20291 

ETライン 状態:wet 酸化ナトリウム:IN，塩酸1.2N) 
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(2) 試料と方法

狽.n定試料の情報、調製データは表524のとおりである。

11_7地点における断割トレンチ 1では炭化材(PLD-20283)、断割トレンチ2では生の植物遺体(PLD-

20284) を採取した。 11 8地点の断割トレンチでは、 12層 (PLD-20285) と13層 (PLD-20286)から部

位不明の炭化材を採取した。 10_2b地点では、調査区南端の断割トレンチの地表下1.40mから生材 (PLD-

20287)、穣層上の泥炭層(地表下1.00m)から生の葉と枝 (PLD-20288)、同じく磯層上の泥炭層(地

表下1.1釦1)から生材 (PLD-20289) を採取した。 103地点では、 NR010の基盤層となる砂磯層 (VI層)

から生材 (PLD-20290) を採取した。 094地点では、調査区北端部ETラインから生材 (PLD-20291)

を採取した。材の部位は、 PLD-20287が最終形成年輸の可能性があり、 PLD-220283、 0289~ 20291は

最終形成年輪が残る。

試料は調製後、加速器質量分析計(パレオ・ラボ、コンパクト AMS:NEC製1.5SDH) を用いて測定

した。得られた 14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、 14C年代、暦年代を算出した。

(3) 結果

表 525に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 ({j13C)、同位体分別効果の補正を行って

暦年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示

衰525 遺構面断割トレンチ等の放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定 d 13C 暦年較正周年代 I4C年代
均年代を暦年代に較正した年代範囲

番号 (%0) (yrBP士1σ) (yrBP士1σ)
lσ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD- 1255BC( 9.~咽) 1239BC 

20283 
-26.59士O.19 2954士26 2955士25

12HBC(58.側)112百C
1266BC(95.岨)1056BC

PLD 1376BC(29.市)1339BC 1393BC(93.3酒)1259BC 

20284 
-24.87000.12 304iI23 30400025 

1320BC(38.5%)1268BC 1230BC( 2. 1%) 1220BC 

PLD- 1411BC(42輔)1373BC 
1421BC(95.岨)1306BC 

20285 
-24.18士0.14 30田士22 3090士20

1342BC(25.3首)1318BC 

PLD- 1371BC (21. 5首)1346BC 1389BC(90.輔)125百C

20286 
-23.97士0.11 3034士21 3035士20

131旭日C(46.市)1266BC 1235BC( 4.珂)121司C

PLD- 1410BC(41.輔)1373BC 

20287 
-25.82士O.13 3088士22 3090士20

1343BC (26. 3首)1318BC 
1421BC(95.岨)130岨C

PLD- 1117BC (87.3酒)972BC 

20288 
-28.85士O.13 2857士22 2855士20 105岨C(68.2首)976BC 

960BC( 8.1紛936BC

PLD 1026BC(52.8%)973BC 1081BC( 1.1%)1065BC 
-26.93000.13 284iI21 28400020 

20289 958BC (15. 4'紛939BC 1056BC(94.3百)919BC 

126岨C(90.師)11l1BC 

PLD 1250BC ( 3. 1%) 1245BC 
1102BC ( 3.6j日1075BC-28.06000.14 2952士22 29500020 

20290 1213BC (65. 1首)1128BC 
1066BC ( 1. 2首)105百C

1189BC( 4. T世)1181BC 
PLD 

-26.39000.13 29180021 2920土20 1156配(6.醐)1145BC 1211BC(95.岨)1020BC
20291 

1130BC(56.邸)1053BC 
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した14c年代を、図2508、図2509に暦年較正結果を

それぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下1桁を

丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新さ

れた際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために

記載した.

14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示

した年代である.14C年代 (yrBP)の算出には、 14C

世曲 刊曲

白 Ib_dal・{岨副司

遺構面断劃トレンチ等採取鼠料の

暦年較正結呆 (2)

創泊10<抽13<泊唱制。

2111lO 

の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。

また、付記した 14C年代誤差(:i:1σ)は、測定の 園2509

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の

14C年代がその 14c年代誤差内に入る確率が68.2%であるととを示すロ

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い(14Cの半減期5730

土 40年)を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

14c年代の暦年較正にはcm臼14.1(較正曲線データ:Int臼109)を使用した。なお、 1σ暦年代範囲は、

Ox臼lの確率法を使用して算出された14c年代誤差に相当する 68.2%信頼限界の暦年代範囲であり、同

様に 20暦年代範囲は95.4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に

暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、三重曲線は暦

年較E曲線を示す。

考察

以下、 2σ暦年代範囲(確率95.4%)に着目して調査区別に結果を整理する。 14c年代あるいは暦年

較正結果と縄文土器編年との対応関係については、小林 (2008)、増子 (2008)、岡田 (2008)、工藤 (2012)

(4) 

20暦年代範囲が1266-1056cal BC (95.4%)で、縄文時代晩期前葉に相当する。また断

割トレンチ2における生の植物遺体 (PLD-20284)は、 14c年代が3040:i: 25 14c BP、2σ暦年代範囲

が1393-1259叩 1BC (93.3%)及び1230-1220伺 1BC (2.1%)で、縄文時代後期末~晩期初頭に相当す

を、弥生士器編年との対応関係については、山本 (2007)、赤塚 (2009ab)、小林 (2009)を参照した。

11_7地点断割トレンチ 1における最終形成年輪の残る炭化材 (PLD-20283)は、 14C年代が2955土

25 14c BP、

る。

2σ暦年代範囲が

1421-1306 cal BC (95.4%)で、縄文時代後期後葉に相当する範囲を示した。また、 13層の炭化材 (PLD-

20286)は、 14c年代が3035土 2014c BP、2σ暦年代範囲が1389-1257cal BC (90.9%)及び1235-1217

cal BC (4.5%)で、縄文時代後期末~晩期初頭に相当する範囲を示した。 12層と 13層の炭化材では、

上位の 12層の方がやや古い14C年代を示したが、 2σ暦年代範囲は重複しており、層序と年代は矛盾

しない。また、木材は内側の年輪であるほど古い14C年代を示す(古木効呆)012層と 13層の炭化材は、

いずれも最終形成年輪が確認できていないため、古木効果を考慮する必要がある。

10_2b地点において断割トレンチの甫排水溝下層、地表下1.40mから採取した生材 (PLD-20287)は、

11_8地点における 12層の炭化材 (PLD-20285)は、 14C年代が3090土 2014C BP、
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14C年代が3090::!:: 20 14c BP、2σ暦年代範囲が1421-1304伺 1BC (95.4%)で、縄文時代後期後葉に相

当する年代を示した。地表下1.00mの生の葉と枝 (PLD-20288)は、 14c年代が2855土 2014C BP， 2 

σ暦年代範囲が1117-972ca1 BC (87.3%)及び960-936伺1BC (8.1%)、地表下1.14mの生材 (PLD-

20289)は、 14c年代が2840::!:: 20 14C BP， 2σ暦年代範囲が1081-1065四1BC (1.1%)及び1056-919

ca1 BC (94.3%)で、磯層上の泥炭層から採取された2点はいずれも縄文時代晩期中葉に相当する年代

を示した。

10_3地点においてNROI0の基盤層となる砂礎層から採取した生材 (PLD-20290)は、 14C年代が

2950 ::!: 20 14C BP、2σ暦年代範囲が1264-1111伺 1BC (90.6%)、1102-1075伺 1BC (3.6%)、1066-1057

ca1 BC (1.2%)で、縄文時代晩期前葉に相当する年代を示した。

09_4地点において調査区北端のETラインから採取した生材 (PLD-20291)は、 14C年代が2920土 20

14C BP、20暦年代範囲が1211-1020ca1 BC (95.4%)で、縄文時代晩期前葉に相当する年代を示した。

2 木棺墓の棺材

(1) はじめに

B地区では棺材が残る木棺墓を検出し、木棺内や木棺墓の掘形から縄文時代晩期後半から弥生時

代前期の土器片が出土した。今回は、主に木棺墓の時期を推定する手がかりを得るために、とれら

の棺材について加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定を行った。なお、分析は株

式会社パレオ・ラポAMS年代測定グループ(伊藤茂・安昭熔・贋田正史・山形秀樹・小林紘一・Zaur

Lomtatidze. Ineza Jo吋olia凶・中村賢太郎・黒沼保子)が担当した。

(2) 読料と方法

測定試料の情報、調製データは表526のとおりである。

試料は、 SZ155の小口板 (PLD-19608)と底板 (PLD-19610)、SZ156の小口板 (PLD-19607)と底板

(PLD-19609)、SZ159の小口板 (PLD-19611、PLD-19612)の6点である(図2510)。試料採取では、

SZ156 

1/ 
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口
町
岬

白

園 2510 年代測定を実施した棺材の位置

内

uura 
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SZ155の底板 (PLD-19610)は樹皮が残与していたため最終形成年輸を採取できた。それ以外の材は部

位不明であったため、材組織から年輸の内外を判断し、より外側の年輪から試料を採取した。

試料は調製後、加速器質量分析計(J~レオ・ラボ、コンパクト AMS:NEC製1.5SDH) を用いて測定

した。得られた 14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、 14C年代、暦年代を算出した。

(3) 結果

表 527に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (d13C)、同位体分別効果の補正を行って

暦年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示

衰526 棺材の測定試料及び処理

測定
遺跡データ 試料データ 前処理

番号

掲載番号・ 39

取上番号:21425ー1
試料の種類:生材(針葉樹) 超音波洗浄

pιD- 調査地点・ 10_3

遺構:SZ156 
試料の性状:部位不明(外側l年輪分) 酸・アノレカリ・酸洗浄(塩酸1.2N，水酸

19607 

種別，小口板
状態:wet 化ナトリウム:lN，塩酸:1. 2N) 

木取追柾目

掲載番号:25 

取上番号:21426-1 
試料の種類生材(針葉樹) 超音波書量浄

PLD 調査地点:10_3 
試料の性状部位不明(外側1年輪分) 酸・アノレ:tJ9・酸洗浄(塩酸・1.2N，水酸

19608 遺構 SZ155 

種別・小口板
状態 wet 化ナトリウム:lN，塩酸:1. 2N) 

木 取板目

掲載番号 41 

取上番号・ 21432-1
試料の種類生材(針葉樹) 超音波洗浄

PLD 調査地点・ 10_3
試料の性状部位不明(外側2年輪分)

19609 遺構 SZ156 
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N，水酸

種別底 板
状態 wet 化ナトリウム 1N，塩酸:1. 2N) 

木 取板目

掲載番号 26 

取上番号 21435ー1 試料の種類生材(針葉樹)
超音波洗浄

pιD- 調査地点・ 10_3 試料の性状・最終形成年輪(1年輪分)

19610 遺構 SZ155 状態:wet 
酸・アノレ:tJ9・酸洗浄(塩酸:1. 2N，水酸

種別・底板 その他:樹皮付
化ナトリウム 1N，塩酸:1. 2N) 

木取:板目

掲載番号 52 

取上番号:21457-1 
試料の種類生材(広葉樹) 超音波洗浄

pιD- 調査地点:10_3 
試料の性状部位不明(外側か?2年輪分) 酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1. 2N，水酸

19611 遺構 SZ159 

種zrJ:小口板
状態 wet 化ナトリウム:lN，塩酸:1. 2N) 

木 取板目

掲載番号:53 

取上番号:21458-1 
試料の種類・生材(広葉樹) 超音波洗持

PLD- 調査地点 10 3 
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1. 2N，水酸

遺構 SZ159 
試料の性状部位不明(外側2年輪分)

19612 

種別・小口板
状態 wet 化ナトリウム:lN，塩酸:1. 2N) 

木取・



10 第 6章 自然科学分析

した 14C年代を、図25日に暦年較正結果をそれぞれ示す固暦年較正に用いた年代値は下 1桁を丸めて

いない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載

した。

!4C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。 !4C年代 (yrBP)の算出には、 14C

の半減期としてLibbyの半減期 5568年を使用したe また、付記した !4C年代誤差(土 1σ)は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14[年代がその 14C年代誤差内に入る確率が68.2%

であることを示す.

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で半減期が 5568年として算出された 14C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C濃度の変動、及び半減期の違い(14Cの半減期5730

土40年)を較正して、より実際の年代値に近いものを算出するととである。

14[年代の暦年較正にはOx臼14.1(較正曲線データ:IntCal09) を使用した。なお、 1σ暦年代範聞は、

Ox臼Iの確率法を使用して算出された 14C年代誤差に相当する 68.2%信頼限界の暦年代範囲であり、同

様に 20暦年代範囲は 95.4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に

暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦

年較正曲線を示す。

(4) 考察

以下、 2σ暦年代範囲(確率的.4%)に着目して、遺構ごとに結果を整理する@考古学の編年との

衰527 棺材の放射性炭素年代理l定及び暦年較正の結果

測定 li 13C 暦年較E周年代 14C年代 14C年代を暦年代に較Eした年代範囲
番号 (%0) (yrBP:tlσ) (yrBP:t 1σ) 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

761BC( 8.8国)744配

PLDー 688BC( 2.6国)683配 772BC(21. 5国)702BC 

19607 
-21. 24:t0. 24 2498:t22 2500:t20 

671BC( 3.3出)664配 696BC(73.9国)538BC 

647BC(53.4略)551BC 

726BC(16.2国)694配
748BC(22.8国)687BC 

PLD- 666BC( 5.9世)644BC 

19608 
23. 73土0.22 2440土20 2440土20 541BC(29.9幅)485配

590BC( 1. 3国)578BC 
464BC(22.1幅)416BC 

557BC(65.4%)408BC 

748BC(27.2国)688配

666BC( 9.0国)644配 753BC(29.5国)685BC 

PLD- 590BC( 3.1国)579配 669BC(I1. 8世)633BC 

19609 
-20.65士0.24 2456士22 2455士20

559BC(20.7%)507配 625BC( 2.1国)611BC 

461BC( 2.2国)452配 597BC(52.目的 413BC

440BC( 5.9国)418配

PLDー
-25.04士0.24 2583士22 2585士20 799BC(68.2国)777配

806BC(92.1世)762BC 

19610 681BC( 3.3世)672BC 

757BC( 7.7国)744配

PLD- 688BC( 1. 7国)685配 769BC(21. 0国)703BC 

19611 
-26. 30:t0. 20 2494:t20 2495:t20 

668BC( 2.0国)665配 696BC(74.4%)538BC 

647BC(56.8的551BC

750BC(28.7国)687配 756BC(30.8幅)684BC 
PLD-
19612 

-26. 69:t O. 23 2463:t22 2465:t20 666BC(10.9%)642配 670BC(55.6幅)484BC 

592BC(28.6国)516BC 466BC( 9.日目)415BC 
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対応関係については、山本 (2007)、小林 (2008)、小林 (2009)を参照した。

S2155の小口板 (PLD-19608)は、 748-687calBC (22.8%)、666-644cal BC (5.9%)、590-578cal BC 

(1.3%)、557-408c叫 BC(65.4%)で、紀元前8世紀中頃~前5世紀末の範囲を示した。

放射性炭素年代測定第2節

これは縄文時

代晩期後葉~弥生時代前期に相当する。同じく S2155の底板 (PLD-19610)は、 806-762cal BC (92.1 

%)及び681-672cal BC (3.3%)で、紀元前9世紀末~前7世紀前半の範囲を示した。 これは縄文時代

晩期後半に相当する。 S2155の底板は最終形成年輪を試料としており、縄文時代晩期後半に伐採され

た、あるいは枯死した材と考えられる。小口板は、部位不明であるため、古木効果の影響を考慮する

と、伐採されたあるいは枯死した年代が弥生時代中期まで新しくなる可能性もある。

の年代と合わせて考えると、小口板と底板の年代は、出土土器の年代と同じく縄文時代晩期後半か

しかし、底板

F
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ら弥生時代前期であると考えられる。

SZ156の小口板 (PLD-19607)は、 772-702cal BC (21.5%)及び696-538四IBC (73.9%)で、紀元前

8世紀前半~前6世紀後半の範囲を示した。とれは縄文時代晩期後葉~弥生時代前期初頭に相当する。

同じく SZ156の底板 (PLD-19609Jは、 753-685cal BC (29.5%)、669-633cal BC (11.8%)、625-611

C渇IBC (2.l%)、 597-413cal BC (52.0%)で、紀元前8世紀中頃~前5世紀後半の範囲を示した。これ

は縄文時代晩期後葉~弥生時代前期に相当する。 SZ156の小口板と底板の年代は、縄文時代晩期後葉

~弥生時代前期の範囲を示し、 SZ156の出土遺物と同時期である。ただし、小口板も底板も部位不明

であるため、古木効果の影響を考慮する必要があり、弥生時代中期に伐採された木材である可能性

も残る。

SZ159の北側の小口板 (PLD-19611)は、 769-703cal BC (21.0%)及び696-538叩1BC (74.4%)で、紀

元前8世紀前半~前6世紀後半の範囲を示したロとれは縄文晩期後葉~弥生前期初頭に相当する。ま

た、南側の小口板 (PLD-19612Jは、 756-684cal BC (30.8%)、670-484cal BC (55.6%)、466-415偲 IBC 

(9.0%)で、紀元前8世紀中頃~前S世紀後半の範囲を示した。これは縄文時代晩期後葉~弥生時代前

期に相当する。いずれも部位不明であるため、古木効果の影響を考慮する必要があるものの、 SZ159

はSZ155やSZ156とほぼ同時期の木材と考えられる.

(5) おわりに

出土した木棺の放射性炭素年代測定を行い、木棺の時期が出土土器と同じ年代である縄文時代晩期

後半から弥生時代前期であるという結果を得た。

3 竪穴住居跡、土坑出土炭化材及び柱穴出土柱根

(1) はじめに

B地区の遺構7基(SB264、SB320、SB360-P2、SB446-Pl、SB556-Pl、SP1224、SK05338)から出土し

た試料について、加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定を行った@なお、分析は株

式会社パレオ・ラポAMS年代測定グループ(伊藤茂・尾寄大真・安昭熔・丹生越子・庚田正史・山形

秀樹・小林紘一.Zaur Lcmlati也e• Ineza Jorjol回 i・中村賢太郎・竹原弘展)が担当した。

(2) 試料と方法

測定試料の情報、調製データは表528のとおりである。

SB446-Plは発掘調査時には弥生時代前期の遺構と考え、遺構内から立位で出土した用途不明の材

を試料とした。試料の部位は最外年輪である (PLD-17402)0 SB556-Plは発掘調査時には台墳時代前

期の遺構と考え、遺構内から出土した柱根を試料とした。試料の部位は最外年輪である (PLD-17403)。

SB264は発銅調査時には弥生時代末~古墳時代前期の遺構と考え、遺構内から出土した炭化材を試料

とした。試料の部f立は最外年輪である (PLD-l7404) 0 SB320は発掘調査時には弥生時代末~古墳時代

前期の遺構と考え、遺構内の炭化したイネ科草本を試料とした。試料の部位は稗である (PLD-17405)0 

SB360-P2は発掘調査時には古墳時代前期の遺構と考え、遺構内から出土した柱根を試料とした。試

料の部位は最外年輪である (PLD-17406)oSB451-P5は発掘調査時には弥生時代末~古墳時代前期の

遺構と考え、遺構内から出土した部位不明の生材 (PLD-20280Jを試料とした。 SK05338は発掘調査

時には時期が不明であり、遺構内から出土した部位不明の生材 (PLD-20281Jを試料とした。 SP1224
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は発掘調査時には弥生時代末~古墳時代初頭以前の遺構と考え、遺構内から出土した柱根を試料とし

たe 試料は最終形成年輸の残る生材である (PLD-20282)• 

試料は調製後、加速器質量分析計(パレオ・ラボ、コンパクト AMS:I'<'EC製1.5SDH)を用いて測定

した。得られた !4C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、 !4C年代、暦年代を算出した。

(3) 結果

表529に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (d13C)、同位体分別効果の補正を行って

暦年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示

した !4C年代を、図528に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下一桁を丸めてい

ない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載

衰528 竪穴住居跡、土坑出土炭化材及び柱穴出土柱根の測定鼠料及び処理

測定
番号

遺跡データ

調査地点:10_3 

試料データ

遺構:SB446-P1 I試料の種類:生材(コナラ属アカガシE属)
PLD- I_~ I 
I74o2 I層位:a I試料の性状:最外年輪

PLD-
17403 

取上番号 21岨 5 I状態:wet 

遺物種別用途不明の材

調査地点 10 4 

遺構:SB556-P1 

層位:1 

取上番号 22749

遺物種別・柱根

試料の種類:生材(ヒノキ)

試料の性状:最外年輪(最外 5年)

状態:wet 

前処理

|超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N， 

|水酸化ナトリウム lN，塩酸 l剖)

|超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N， 

|水酸化ナトリウム lN，塩酸1.剖)

調査地点 10_2a I 
|試料の種類:炭化材(コナラ属クヌギ節)超音波洗浄

PLDー l遺構:SB264 I 
I_~ I試料の性状:最外年輪(最外ー5年)酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N， 

17404 I層位:a I 
|状態:wet 水酸化ナトリウム :lN，塩酸:1. 2別)

取上番号 1806 I 
調査地点 10_2a I 

|試料の種類:炭化植物遺体(イネ科草本)超音波洗浄
PLD- I遺構:S田 20 I C:: I試料の性状:稗 |酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1. 2N， 
17405 I層位:d I 

取上番号 24736-1

調査地点 10 2b 

遺構:SB360-P2 

PLD- I l層位:e 
17406 I 

取上番号 18702 

遺物種別柱根

調査地点:I1_B5 

PLDー l遺構:SB451-P5 

20280 I層位:2 

取上番号 14206 

調査地点:11_5 

PLDー l遺構:SK05338 

20281 I 目層位:e 

取上番号 14710 

調査地点 11 7 

PLDー l遺構:SP1224 

20282 I取上番号 9376

その他・柱

I状態:wet 水酸化ナトリウム lN，塩酸1.2別)

試料の種類:生材(ツパキ属)

試料の性状:最外年輪(最外-5年)

状態:wet 

試料の種類:生材

試料の性状:部位不明

状態:wet 

試料の種類:生材

試料の性状:部位不明

状態:wet 

試料の種類:生材(アカガシ亜属)

試料の性状:最終形成年輪

状態:wet 

l-酸・アルカリ・酸焼浄(塩酸1.2肌

水酸化ナトリウム lN，塩酸1.2別)

l-酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N， 

水酸化ナトリウム lN，塩酸1.2別)

:洗浄酸・アルカリ・酸焼浄(塩酸1.2肌

水酸化ナトリウム lN，塩酸1.2別)

|超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N， 

|水酸化ナトリウム 1N，塩酸 l加)
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した。

14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である.14C年代 (yrBP) の算出には、 14C

の半減期としてLibbyの半減期 5568年を使用した。また、付記したI'¥;年代誤差(士 1σ)は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C年代がその 1'¥;年代誤差内に入る確率が68.2%

であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された 14C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C濃度の変動、及び半減期の違い (1'¥;の半減期 5730

:t 40年)を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

1'¥;年代の暦年較正にはOx倒 4.1(較正曲線データ:INTCAL09) を使用した。なお、 1σ暦年代範囲

は、OxCalの確率法を使用して算出された 14C年代誤差に相当する 68.2%信頼限界の暦年代範囲であり、

同様に 2σ暦年代範聞は 95.4%信頼限界の暦年代範闘である。カッコ内の百分率の債は、その範関内

に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C年代の確率分布を示し、二重曲線は

暦年較正曲線を示す。

(4) 考察

以下、 2σ暦年代範囲(確率95.4%)に着目して遺構別に結果を整理する。暦年較正結果と弥生時

代続年の対応関係については、山本 (2007)、赤塚 (2009ab)、小林 (2009) を参照した。

SB446-Plの材 (PLD-17402)は、 722-694cal BC (5.3%)及び540-403α1BC (90.1%)の範囲を示し、

縄文時代晩期末~弥生時代前期に相当する。この結果は発掘調査時の所見と整合的である。 SB556-Pl

表529 竪穴住居跡、土坑出土炭化材及び柱穴出土柱根の放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定 15 13C 暦年較正用年代 14c年代 l'C年代を暦年代に較正した年代範囲

番号 (%0) (yrBPOolσ) (yrBPOo 1σ) l σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD- -27.53士0.10 2412士20 2410士20
510BC(56.2時，)436BC 722BC( 5.3哨，)694配

17402 426BC(12.舗は10BC 540BC(90.1目，)403配

36配(5. 1国)31BC

PLD- 20BC( 8.2哨)12BC 
41BC(95.4'国)60AD24.14土O.12 1989土20 1990土20

17403 lBC(39.5'百)30AD

38，曲(15.岨)51AD

96配 (57.2哨)37BC 
161BC( 7.0部，)133配PLD-

27.65土O.10 2050土20 2050土20 30配(4.9附)21BC
17404 116BC (88. 4~国)4AD

llBC( 6.2国)2BC

PLD- 57AD(47.9哨)88AD 27AD( 6.5紛40AD

17405 
28.64土O.15 1924土20 1925土20

1叫 AD(20.3百)121姐 49姐 (88.9則128AD

255AD(11. 1紛267AD
242AD(91. 0時，)356血

PLD- -25. 12士0.14 1738士20 1740士20 272AD(34.7百)306姐
17406 366AD( 4.4'再，)381血

312AD(22.4幅)335AD 

PLD- 132AD(68.部)214AD 
91AD( 2.2首)101AD 

20280 
24.41土O.13 1842土22 1840土20

124AD(93目 2日，)238AD 

336BC( 2.8耳)331BC 350BC(12.7再，)312配

PLD- 24.46000.13 21370023 21350025 204BC(50.部，)156BC 209BC(81.2%)91BC 
20281 

136BC(14.部，)115BC 72BC( 1. 5'百，)60配

PLD- 55AD(49. 4~紛 87AD
25AD(95.側)128AD 

20282 
28.43000.13 19260022 19250020 

10岨 (18.邸)121AD
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の柱根 (PLD-17403)は、 41ω1BC-60 cal AD (95.4%)の範囲を示した。とれは弥生時代中期~後期に

相当?る。この結果は発掘調査時の所見に比べ古い年代となった， SB264の炭化材 (PLD-1 7404)は、

161-133 cal BC (7.0%)及び116cal BC-4cal AD (88.4%)の範囲を示し、弥生時代中期~後期に相当す

る。この結果は発掘調査時の所見に比べ古い年代となった。 SB320の炭化したイネ科草本 (PLD-17405)

は、 27-40cal AD (6.5%)及び49-128cal AD (88.9%)の範囲を示し、弥生時代後期に相当する。この

結果は発掘調資時の所見に比べ古い年代となった。 SB360-P2の柱根 (PLD-17406)は、 242四 356ωIAD 

(91.0%)及び366-381田1AD (4.4%)の範囲を示し、古墳時代前期~中期に相当する。この結果は発掘調

査時の所見と整合的である。 SB451-P5から出土した部位不明の生材 (PLD-20280)は、 2σ暦年代範

囲が91-101cal AD (2.2%)及び124-238団 1AD (93.2%)で、紀元後1世紀末-3世紀前半の範囲を示

し、弥生時代後期に相当する。この結巣は発掘調査時の所見に比べ古い年代となった。 SK05338から

出土した部位不明の生材 (PLD-20281)は、 2σ暦年代範囲が350-312cal BC (12.7 %)、 209-91cal BC 

(81.2%)、72-60αIBC (1.5%)で、紀元前4世紀中頃~前 1世紀中頃の範闘を不した。この範聞は弥生

時代中期に相当する。 SP1224から出土した最終形成年輪の残る生材 (PLD-20282)は、 2σ暦年代範

囲が25-128叩 IAD (95.4%)で、紀元後 1世紀前半- 2世紀前半の範囲を示し、弥生時代後期に相当

する。この結果は発掘調査時の所見と整合的である.

4 SW003の構造材

(1) はじめに

B地区NR002内で検出したSW003の構造材試料について、加速器質量分析法 (AMS法)による放射

性炭素年代測定を行った。なお、分析は株式会社パレオ・ラボAMS年代測定グループ(伊藤茂・丹生

越子・庚田正史・瀬谷薫・小林紘一・ZaurLomtatidze • lne盟 Jorjoliani・中村賢太郎)が担当した。

表530 SW003構造材の測定鼠料及び処理

測定
番号

遺跡データ 前処理試料データ

PLD-

12247 

調査地点:10_3 

位置 SW003

掲載番号 5145

取上番号:43009 

その他:遺構構造材

|試料の種類生材(丸木)

|試料の性状最外年輪

|状態:wet 

超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸1.2N，水酸化ナ

トリウム・ 1N，塩酸・1.2N) 

サルフィックス

調査地点 10_3 
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(2) 

測定試料の情報、調製データは表530のとおりである。

試料はNR002内で検出したSW003の構造材である。構造材のうち、掲載番号5145(PLIr12247)、掲

第6章
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載番号5153(PLD-12248)、掲載番号5150(PLD-12249)は最外年輸を残しており、

年輪をそれぞれ測定用に採取した。

試料は調製後、加速器質量分析計(パレオ・ラポ、コンパクトAMS:NEC製1.5SDH)を用いて測定

した。得られた14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、 14C年代、暦年代を算出した.

これら 3点の最外

結果

表531に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (δ13C)、同位体分別効果の補正を行って

暦年較Eに用いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示した14C年代、 14C年代を暦年代に

(3) 

S削03構造材の放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定 1l13C 暦年較正周年代 14C年代 14C年代を暦年代に較Eした年代範囲

番号 (%0) (yrBP::!:: 1(1) (yrBP土1σ) 1σ暦年代範囲 211暦年代範囲

353BC(50.5%)294BC 
PLD- 359BC(57.5世276BC

12247 
-25.46士0.17 2181::!::23 2180::t25 229BC( 6.5紛220BC

260BC(37.9再)174BC 
212BC(l1. 2首)198BC 

366BC(10.側)352BC 
383配 (19.叫.)346配PLD-

-27. 10::tO. 17 2227::!::23 2225::t25 297BC(51. 1紛229BC
12248 322BC (75. 5%) 206BC 

221BC( 7.1世)211BC

PLD- 356BC(47.国 286BC

12249 
-28. 35:::t:O. 17 2197土24 2195:::t:25 

234BC(21. 1覧)203BC
365BC(95.4世196BC

表531
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較正した年代範囲を、図2514に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は年代値、誤

差を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行う

ために記載した。

!4C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。 !4C年代 (yrBP)の算出には、 !4C

の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差(土 1σ)は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14c年代がその 14C年代誤差内に入る確率が68.2%

であることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

(4) 暦年較正

暦年較正とは、大気中の !4C濃度が一定で半減期が5568年として算出された!4C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の!4c濃度の変動、及び半減期の違い (!4Cの半減期5730

土40年)を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。

!4C年代の暦年較正にはOxCa14.0(較正曲線データ:INTCAL04)を使用した。なお、 1σ暦年代範囲

は、OxCa1の確率法を使用して算出された14c年代誤差に相当する 68.2%信頼限界の暦年代範囲であり、

同様に 2σ暦年代範囲は95.4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内

に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は

暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲については、表中

に下線で示しであるe

(5) 考察

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。 2σ暦年代範囲に着目すると、掲載

番号5145(PLD-12247)は359-276ω1BC (57.5%)及び260-174ca1 BC (37.9%)、掲載番号5153(PLD 

12248)は322-206田1BC (75.5%)及び383-346ca1 BC (19.9%)、掲載番号5150(PLD-12249)は365

196 ca1 BC (95.4%)であった。 3試料の2σ暦年代範囲はほとんど重複しており、 3試料はいずれも紀

元前4世紀前半から紀元前2世紀前半に収まる。これは、弥生時代の編年と !4C年代及び暦年較正結

果との対応関係(西本編，2007)に照らすと、弥生時代中期に相当する。

5 土器付着炭化物

(1) はじめに

B地区から出土した土器の付着炭化物について、加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年

代測定を行った。なお、分析は株式会社パレオ・ラボAMS年代測定グループ(伊藤茂・安昭熔・康問

正史・山形秀樹自小林紘一・ZaurLomtati也e• Ineza Jorjoliani .中村賢太郎ー竹原弘展)が担当した。

(2) 試料と方法

測定試料の情報、調製データは表532のとおりである。このうち、掲載番号1122、1249、1250(PLD-

20298 ~ 20300)の3点は『荒尾南遺跡B地区 1Jにて報告した遺物であり、その他のB点は今回の報

告分である。

試料は、 B地区から出土した縄文時代晩期~古墳時代にかけての土器 11個体に付着した炭化物で

ある(図 2515)。土器の時期は、縄文時代晩期{掲載番号69; PLD-20306、同 78: PLD-20307、同76
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幽 PLD-20308)、W期(同3719: PLD-20304)、羽 3期(同 1250: PLD-20298、同 1249: PLD-20299)、

VI 期(同2572: PLD-20301、同3926: PLD-20303、同3953: PLD-20305)、W-3期(同 1122:PLD 

表532 土器付着炭化物の測定詰料及び処理

測定
遺跡 デ タ

番号
試料データ 前処理

調査地点・ 08_2 試料の種類・土器付着炭化物

PLD- 遺構 SK01881 器種審
超音波洗浄

20298 掲載番号 B1 1250 部川立・胴中部外面
酸・アノレ:t19・酸洗待(塩酸:1. 2凡水

その他 :VI-3期 状態・ dry
酸化ナトリウム:0.5N，塩酸:1. 2N) 

調査地点・ 08_2 試料の種類土器付着炭化物

PLD- 遺構 SK01881 器種翌
超音波洗浄

20299 掲載番号:B 1 1249 部直田胴中部外面
酸・アノレ:t19・酸洗滞(塩酸:1.2N，水

その他 :VI-3期 状態目 dry
酸化ナトリウム:lN，塩酸:1. 2N) 

調査地点 08 2 試料の種類土器付着炭化物

PLD- 遺構・ SK01810 器種事
超音波洗浄

20300 掲載番号 B1 1122 部位・胴部外面
酸・アノレカ日・酸洗静(塩酸:1. 2凡水

その他 :W-3期 状態・ dry
酸化ナトリウム:IN，塩酸:1. 2N) 

調査地点・ 08_3 試料の種類・土器付着炭化物

PLD- 遺構・ SDI019 器種事
超音波枕浄

20301 掲載番号 2572 部位胴中部外面
酸・アノレカり・酸洗滞(塩酸:1.2N，水

その他 VI期 状態 dry 
酸化ナトリウム:IN，塩酸・1.2N) 

調査地点 08 3 試料の種類土器付着炭化物

PLD- 遺構 NR002 器種審
超音波洗浄

20302 掲載番号:4004 部位胴中部外面
酸・アノレカ日・酸洗浄(塩酸:1. 2札水

その他 :IX期 状態 dry 
酸化ナトリウム:lN，塩酸・1.2N) 

調査地点 08 3 試料の種類土器付着炭化物

PLD 遺構 NR002 器種墾
超音波洗浄

20303 掲載番号:3926 部位胴中部外面
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N，水

その他 :VI期 状態 dry 
酸化ナトリワム:lN，塩酸・1.2N) 

調査地点 08 3 試料の種類土器付着炭化物

PLD 遺構:NR002 器種事
超音波続浄

20304 掲載番号 3719 部准:胴中部外面
酸・アノレカり・酸洗滞(塩酸:1.2N，水

その他:1V期 状態 dry 
酸化ナトリウム:lN，塩酸1.2N) 

調査地点 08 3 試料の種類土器付着炭化物

PLD 遺構 NR002 器種聾
超音波洗浄

20305 掲載番号 3953 部准:胴中部外面
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1. 2札水

その他・ VI期 状態 dry 
酸化ナトリウム:lN，塩酸1.2N) 

調査地点 10 3 試料の種類土器付着炭化物

PLD 遺構 SK01894(下層) 器 種深 鉢
超音波洗浄

20306 掲載番号 69 部位 口縁部外面
酸・アノレカ日・酸洗持(塩酸:1.2N，水

その他縄文時代晩期 状態:dry 
酸化ナトリウム:lN，塩酸:1. 2N) 

調査地点 08 3 試料の種類土器付着炭化物

PLD 遺構 SKOIB94(下層) 器種変容壷
超音波洗浄

20307 掲載番号・ 78 部位・胴上部外面
酸・アノレ:t19・酸洗浄(塩酸:1. 2札水

調そ査の他地点縄文08時3代晩期
状態・ dry

酸化ナトリウム:IN，塩酸:1. 2N) 

試料の種類土器付着炭化物

PLD 遺構 SK01894(下層) 器 種深 鉢
超音波洗浄

20308 掲載番号 76 部位胴部外面
酸・アノレ:t19 .酸洗持(塩酸:1.2N，水

その他縄文時代晩期 状態 dry 
酸化ナトリウム:IN，塩酸・1.2N) 



1250 (PLD-20298) 

4004 (PLD-20302) 

69 (PLD-20306) 

縄文晩期
(PLD-20306) 

縄文晩期
(PLD-20308) 

縄文晩期
(PLD一20307)

W期
(PLD-20304) 

VI-3期
(PLD-20298) 

VI-3期
(PLD一20299)

羽期
(PLD-20303) 

羽期
(PLD-20305) 

羽期

(PLD-20301) 

四 3期
(PLD-20300) 

区期
(PLD-20302) 
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1249 (PLD-20299) 1122 (PLD-20300) 2572 (PLD-20301) 

3926 (PLD-20303) 3719 (PLD-20304) 3953 (PLD-20305) 

翠2P注三詞 、土ア 。 20cm 

78 (PLD-20307) 76 (PLD-20308) (5=1/8) 

図2515 年代測定を実施した土器の実測図

800 600 400 200 1 ca1BC/1 calAD 201 401 

Calibrated date(caIBC/caIAD) 

図2516 土器付着炭化物の暦年較正結果の分布
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20300)、lX期(同4004: PLD-20302)である。炭化物の付着部位は、縄文時代晩期の掲載番号69(PLD-

20306)が口縁部外面、それ以外は全て胴部外面である。

試料は調製後、加速器質量分析計(パレオ・ラボ、コンパクト AMS:I'<'EC製1.5SDH) を用いて測定

した。得られた !4C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、 !4C年代、暦年代を算出した。

(3) 結果

表 533に同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比(占 13C)、同位体分別効果の補正を行って暦

年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示し

たl"¥;年代を、図 2516-2518に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1桁を丸

めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために

記載した。

!4C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。 !4C年代 (yrBP) の算出には、 !4C

表533 土標付着炭化物の放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定 d 13C | 暦年較正周年代 | 14C年代 14
C年代を暦年代に較正した年代範囲

番号 (%0) (yrBP:1: 1σ) (yrBP:1: 1σ) lσ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

91BC( 4.5則7lBC
PLDー

-15.91:1:0.19 2021 :1:22 2020:1:20 47BC(68.2略，)5油 59BC(87.~百)30AD
20298 

37AD( 3.5幅)52AD

35BC( 2.7国)31配
PLD-

25.08:1:0.12 1986:1:22 1985:1:20 20BC( 6.9国)12BC 41BC(95輔)6品D
20299 

1BC(58.6国)53AD

PLD 
24.07土O.12 1887土22 1885土20 80AD(68.2紛130AD

65四 (89.9事，)179AD 

20300 190AD( 5.5'幅)213AD 

89AD( 9.6幼102AD
PLDー

25.59:1:0.15 1862:1:23 1860:1:25 123AD(42.5国)176AD 81AD(95.4世，)225AD
20301 

191AD(16.0幅)212AD 

146BC( 2.9国)141BC 
168BC(91. 6国)37BC

PLDー
-24.02士O.13 2065士22 2065士20 29配(1. 6同)21BC

20302 111BC(65.3的43BC
11BC ( 2. 2%) 2BC 

PLD 
-24.28士O目 14 1968士22 1970士20

5AD( 6. 4~国) 12AD 38BC( 8.3則lOBC

20303 17AD(61. 8国)63AD 3BC(87.1国)77姐

372配 (13.5国)353BC 
385BC(21. 8幼346BCPLD 

-21. 11:1:0. 12 2231 :1:22 2230:1:20 294BC(50.1国)230BC 
20304 321BC(73.6国)206BC

219BC( 4.6幼212BC

PLD 
25.72:1:0.14 1914:1:22 1915:1:20 

67AD(34.8国)91AD 28AD( 3.1国)39AD

20305 99AD(33.4幼12品D 50AD(92.3幼131AD

805BC(74.6出)750BC 

PLD 
23.74土O.19 2565土25 2565土25 796配 (68.2世)766BC 

688BC(13.1国)666BC 

20306 640配(7.4略)592BC 

576配(0.4国)571BC 

750BC(28.4国)687BC 758配 (31.2幅)683BC 
PLD 

-24.29士O目 15 2466士22 2465士20 667BC(11. 3幅)642BC 670BC(57.4幅)486BC 
20307 

593BC(28.5的519BC 464配(6.8国)416BC 

763BC( 9.3則747BC

PLDー 688BC( 4.3幅)680BC 776配 (21.柑)706BC 

20308 
-21. 97士O.16 2503士22 2505士20

673BC( 4.5幼665BC 695配 (74.1国)539BC 

646BC(50.1国)553BC 
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自然科学分析

の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差(::1::1 a)は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14c年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.2%

であることを示す。

第6章24 

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14c濃度の変動、及び半減期の違い(14Cの半減期5730

土 40年)を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

14c年代の暦年較正にはcm臼14.1(較正曲線データ:Int臼109)を使用した。なお、 1σ暦年代範囲は、

Ox臼1の確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する 68.2%信頼限界の暦年代範囲であり、同

様に 2σ暦年代範囲は95.4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に

暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦

年較正曲線を示す.

(4) 考察

2a暦年代範囲(確率95.4%)に着目し、土器編年に沿って結果を整理する。

縄文時代晩期の土器付着炭化物は、掲載番号69(PLD-20306)が805-750ca1 BC (74，6%)、688-666

ca1 BC (13.l %)、 640-592ca1 BC (7，4%)、576-571ca1 BC (0.4%)、同76(PLD-20308)が776-706凶 1BC 

(21.3%)及び695-539伺 1BC (74.1%)、同78(PLD-20307)が758-683ca1 BC (31.2%)、670-486回 1BC 

(57，4%)、464-416伺1BC (6，8%)と、紀元前9世紀末~前5世紀後半に収まる範囲を示した。

N期の土器付着炭化物(掲載番号3719: PLD-20304)は、 385-346ca1 BC (21.8%)及び321-206ca1 
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BC (73.6%)で、紀元前4世紀前半~前3世紀末の範囲を示した。

VI-3期の土器付着炭化物は、掲載番号1250(PLD-20298)が91-71cal BC (4.5%)、59四1BC-30 cal 

AD (87.4%)， 37-52 cal AD (3.5%)、同 1249(PLD-20299)が41α1BC-64ω1 AD (95.4%)と、紀元前 1

世紀初頭~後1世紀後半に収まる範閤を示した。

VI期の土器付着炭化物は、掲載番号3926(PLD-20303)が38-10cal BC (8.3%)及び3ω1BC-77 cal 

AD (87.1%)、同3953(PLD-20305)が28四 39臼1AD (3.1%)及び50-131cal AD (92.3%)、同2572(PLD-

20301)が81-225回 1AD (95.4%)と、紀元前 1世紀後半~後3世紀前半に収まる範囲を示した.

刊 3期の土器付着炭化物(掲載番号 1122:PLD-20300)は、 65-179cal AD (89.9 %)及び190-213

cal AD (5.5%) で、 1 世紀後半~3紀前半の範囲を示した。

政期の土器付着炭化物(掲載番号4004: PLD-20302)は、 168-37α1BC (91.6%)、29-21叩1BC (1.6 

%)、 11-2α1BC (2.2%)で、紀元前2世紀前半~前1世紀末の範凶を示した。

概ね土器編年の新旧と土器付着炭化物が刀くした暦年代範闘の新旧は整合的であったが、立期の土器

付着炭化物(掲載番号4004・PLD-20302)は、 VI期よりも古い暦年代範囲を示し、明らかに古かった。

この試料について、採取から測定に至る過程で問題を確認することはできず、付着炭化物の由来物質

や埋没中に被った続成作用について検討することが望ましい。

また、年代に明らかな問題は見られなかったものの、掲載番号1250(PLD-20298)はAMSで測定し

た 1513Cがー 15.91土 0.19と高く、他にも同3719(PLD-20304)が-21.11土 0.12、同76(PLD-20308)が

21.97土0.16とやや高い値を示した。あくまでもAMSによる値であるが、高い O13CはC4植物あるい

は海産物の混入の可能性を示している。胴部外面の付着物であることから海産物の可能性は低いが、

仮に海産物の混入があったとすれば、海洋リザーパー効果により I~年代が古くなっている可能性が

ある。

古い年代が得られた掲載番号4004(PLD-20302)や高い δ13Cを示した同 1250(PLD-20298)、同

3719 (PLD-20304)、同76(PLD-20308)については、質量分析計による炭素安定同位体比 (o13C)と

窒素安定問位体比 (o15N)、元素分析装置による炭素窒素比 (C!N)の測定を行い、土器付着炭化物の

由来物質や続成作用について検討することが望ましい。
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第3節赤色顔料分析

1 遺構出土猷料の蛍光X線分析

(1) はじめに

B地区の遺犠から出土した赤色顔料につ

いて蛍光X線分析を行い、顔料の種類を検

討した。なお、分析は株式会社パレオ・ラポ

の竹原弘展が担当した。

(2) 館料と方法

分析対象は、各遺構から出土した赤色顔

料計31点である。とれら赤色顔料は、石の

ように固結した塊状のタイプと、粉状のタ

イプが存在した。また、 SB195のように顔料

が環状に出土した例もある〈写真 2)。表

534に一覧を示す。なお、実体顕微鏡下で赤
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写真2 SBl絡み色甑料出土状況

色部分を極微量セロハンテープに

採取して分析試料とした。
表534 遺構出主鼠料の赤色蹟料の分析対象一覧

分析装置はエネルギ一分散型蛍

光X線分析装置である(株)堀場

製作所製分析顕微鏡XGT-5000Type

Eを使用した。装置の仕様は、 X

線管が最大50kV.mAのロジウムタ

ーゲット、 X線ビーム径が100μ

mまたは10μm、検出器は高純度

剖検出器 (Xerophy)である.検出

可能元素はナトリウム~ウランで

あるが、ナトリウム、マグネシウ

ムといった軽元素は蛍光X線分析

装置の性質上、検出感度が悪い。

本分析での測定条件は、 50kV、

0.14，._ 1.00mA (自動設定による〉、

ビーム径100μm、測定時間5008

に設定した。定量分析は、標準試

料を用いないファンダメンタル・パ

ラメータ法 (FP法〉による半定量

分析を装置付属ソフトで行った.

定量値の誤釜は大きく、注意を要

分析

容号

l 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

s 
9 

10 

11 

12 

13 

14 

16 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

26 

26 
27 

28 
29 

30 

31 

地点 取上番号

07_42 07716-4 
07_42 07791-1 。7_42 07801-1 

07_42 07935-1 

07_42 16029-1 

07_43 08449-1 

ω・2 40463-1 

伺1_6 8159-1 

嶋 6 31315-1 

側 6 142低トl

側1_7 31668-1 

曲1_7 14395-1 

伺1_7 146釧ト1

悌 7 31317-1 

明 6 19384-1 

曲1_6 19601-1 

ω1_4 13712-1 

10_28 26439-1 

10....2b 23476-255 

10....2b 26634-113 

10....2b 27101-1 

10_2b 290鎖ト1

10_3 178純一1

10_3 21327-1 

10_4 20176-1 

10_4 20315-1 

10_4 20427-1 

10_4 20必0-1

10_4 22286-1 

10_5 73日ー1

10_5 7378-1 

出土遺構
重量<.) 分析

形状
遺機番号 層位 土複分含む 結果

SZO伺 b 8.2 塊状 ペンガァ

SB113 a 0.4 塊状 ベンガラ

800566 a 11. 0 塊状 ベンガラ
SB111-P3 a 3. 7 .状 ベンガラ

詔 113
ー‘

14.9 塊状 ベンガラ

800606 a 29.6 塊状 ベンガフ
S加433 a ωo 粉状 ベンガラ

SZ010 e 9.1 塊状 ベンガラ

800381 b 的.7 .状 ベンガラ

S即381 a 6.6 塊状 ペンガフ

800681 b 2.1 塊状 ペンガフ

S00577 a 3.0 塊状 ベンガラ

800588 a 4. 7 塊状 ベンガラ

S曹'001 b 12.0 塊状 ベンガラ

S加489 l 6.6 塊状 ペンガフ

800469 a 64.0 塊状 ベンガラ

SB19S 2 ω00 .&状 ベンガラ

SB324 b 13.3 事告状 ベンガラ

SB429 a 4.0 塊状 ベンガラ

担429 d 7.4 塊状 ペンガフ

SB426 d 12.9 塊状 ベンガラ

SB390 c 22500 治状 ベンガラ

NR011 c 5.1 鎗状 ベンガラ

SZI56 2 1仰.9 事告状 水銀朱

500381 14 13∞o 勧状 ペンガフ

SB564-Pl a 10.5 塊状 ベンガラ

SB564ー円 a 0.4 塊状 ベンガラ

8D1206 c 8.2 塊状 ベンガラ

8D1154 d 1.3 塊状 ベンガラ

8D1271 2 2.2 塊状 ベンガラ

800653 e 4. 7 jjjま ベンガラ
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園2519 遺構出土獄料の赤色腫剰の議光X線分紛綜果 (1) 
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-冊

A・・，

園2520濯機出土館料の赤色損料の蛍光X線分析結果 (2)
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園 2522 遺構出土誌斜の~色甑料の蛍光X線分析結果 (4)

No.l No.2 

N且3 No.4 

No.5 No.6 

No.7 No.8 

写真3 遺構出土訴斜の添色甑料の生物顕微鱗写真(1 ) 
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tio.9 tio.lO 

No.ll No.12 

No.13 No.14 

No.l5 tio.16 

No.17 No.18 

写真4 遺構出土鼠料の赤色顔料の生物顕微餓写真 (2)
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No.19 No.20 

No.21 No.22 

No.23 No.24 

No.25 No.26 

No.27 No.28 

写真§ 遺構出土S史料の赤色蹟斜の生物顕微鏡写真 (3)
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する。

さらに、蛍光X線分析用に採取した試料を観察試料として、生物顕微鏡で赤色旗料の粒子形状を確

認した。

(3) 結集

分析により得られたスベクトル及び防法による半定量分析結果を図2519-2522に示す。

恥24以外からは、鉄(Fe)、ケイ素 (SO、アルミニウム(A1)などが主に検出された。恥24からは、

水銀 (Hω と硫黄 (S)が高く検出された.また、生物顕微鏡観察により得られた画像を写真3-6に

示す。いずれの試料も、パイプ状粒子は認められなかった。

(4) 考察

赤色顔軒の代表的なものとして、朱〈水銀朱〉とベンガラが挙げられる。水銀朱は硫化水銀但gS)

で、鉱物としては辰砂と呼ばれ、産出地はある程度限定される。ベンガラは狭義には三酸化二鉄(Fez向、

鉱物名は赤鉄鉱〉を指すが、広義には鉄 (m)の発色に伴う赤色額料全般を指し〈成額.2004)、広範

な地域で接取可能である.また、ベンガラは直径約1μmのパイプ状の粒子形状からなるものも多く

報告されている。このパイプ状の粒子形状は鉄バクテリアを起源とすることカ坤j明しており〈岡田.199η、

含水水酸化鉄を焼いて得た赤鉄鉱がこのような形状を示す〈成瀬， 1998)。

恥24を除く 30点からは、ケイ素など土中成分に由来すると考えられる元素は検出されたものの、

水銀は検出されなかった。鉄が高く検出されているととから、捺い発色は鉄によるものであると推定

できる。すなわち、顔料としてはベンガラにあたる.パイプ状粒子はいずれも検出されなかったこと

から、いわゆるパイプ状ベンガラではない.全体的に、鉄の含有量が多くて赤みの強い試料が多く、

ベンガラの純度が比較的高いといえよう。

lb.24については水銀と硫黄が高く検出されたことから、この赤色顔料は水銀朱であったといえる。

表534末尾に、分析結果の一覧を示す。今回分析したベンガラと判断された試料の多くは塊状、す

No.29 No.30 

No.31 

写真6 遺機出土鼠斜の赤色離料の生物顕微鏡写真 (4)
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なわち鉱石状であった。ベンガラ原料となり得る鉱物としては、褐鉄鉱や赤鉄鉱が挙げられる.褐鉄

鉱は、土中において鉛直方向に根状に伸びる高師小僧、板状の鬼板などが知られる.また、荒尾南遺

跡より北に約3kmの位置には金生山があり、赤鉄鉱が産出することから関連が容易に想起される。

しかしながら、金生山の赤鉄鉱の特徴としてヒ素(As)が含まれることが知られるが、今回分析した

ほとんどの試料からはヒ素が検出されず、金生山との関連を示ずに至らなかった。唯一、恥19だけは

ヒ棄が検出されており、金生山産である可能性を示した。

(5) おわりに

赤色顔料31点について分析した結果、恥24を除く 30点からは鉄が高く検出され、鉄 (m)による

発色と推定された.顔料としてはベンガラにあたる.いずれもパイプ状ベンガラではなく、恥19から

はヒ棄も検出された。また、恥24からは水銀と硫黄が高く検出され、使用顔料は水銀朱であることが

判明した。

2 SK06162出土試料の蛍光X線分析とX線回折分析

(1)はじめに

06_19地点のSK06162から赤色顔料が出土し、蛍光X線分析とX線回折分析及び光学顕微鏡観察に

よりその特鍍について調べた.なお、分析は棟式会社パレオ・ラポの藤根久治t担当した.

(2) 試料と方法

試料は、 VI期......vn期のSK06162の2層から出土した赤色顔料1試料である{取上番号8411、写真7・

8)。赤色顔料の成分を調べるために蛍光X線分析、鉱物組成を鯛べるためにX線回折分析、さらに赤

色顔料の形態について光学顕微鏡観察を行った。

蛍光X線分析用の試料は、典型的な赤色部分を取り出して試料台に固定し、典型的に赤い部分2ヶ

所を測定した。測定は、鱒堀場製作所製X線分析顕微鏡XGT-5000Typenを用いた。測定条件は、 X

線導管径100μm、電圧50KV、篭涜自動設定、測定時間3008院である.定量計算は、標準試科を用い

ないFP法〈ファンダメンタルパラメータ法〉で半定量分析を行った。

また、 X線回折分析用の試料は、 3mm角程度の赤色塊をメノウ乳鉢で磨り潰し、スライドグラス

上に展開して園化した。測定は、綿リガク製デスクトップX線回折装置M泊iFl慌を用いた。測定条件

は、電庄30kV、篭涜 15mA、Cu-x線管、

走査範囲5.......100.、計数時間1.0sec、ステ

ップ幅0.02.の連続測定を行った。測定結

果は、付属の定性分析プログラムにより鉱

物種の同定を行った。

さらに、光学顕微鏡観察用の試糾は、

O.5mm角程度を押し潰してセロハンテー

プに貼り付け、観察した.

(3) 結果及び考察

蛍光X線分析では、鉄 (Fe20S)が94.63

%と高い割合で検出された〈表535、図 写真1 S問6162赤色甑料出土状混
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表535 SK06162出土赤色踊料の蛍光X線分析結果

[蛍光X線スベクトル]

Fe 

Fo 

必~
‘，..、"

[鉱物名 ] Hematite:赤鉄鉱、 Quartz:石英

[元紫名] Si:ケイ紫、 p: 9ン、 S イオウ、

¥f$ It.盟申

(Rh) 
~ (冊。

，...，‘刷

[x線回折スベクトノレ]

Ca:カルシウム、 Fe:鉄、 Rh:ロジウム (X線菅球由来)

国2523 SK06162.出土赤色甑料の蛍光X線スペクトル固とX鎌田街スペクトル園

1.取よ写実

2. ~健f*ii微調阪写実

3.生物騒微鏡写真

写真8 SK06162.出主赤色顔料とその顕微鏡写真



第3節赤色顔料分析 37

2523). X線回折分析では、赤鉄鉱 (Hematite:Fe203)が検出された(図2523)。光学顕微鏡による観察

では、粒子状赤色顔料が見られた(写真8)。以上のことから、この赤色顔料はベンガラと考える。

一般的に、赤色顔料の種類は、主にベンガラと水銀朱(辰砂:HgS)があるが、ベンガラは大きく鉄

細菌系と非鉄細菌系に分かれ、千差万別の赤色をみせる。代表的な鉄細菌系のパイプ状ベンガラは、

日本列島全域で縄文時代から使用されている(馬淵ほか、 2003)。なお、パイプ状ベンガラは、直径が

1"""3μm程度のパイプ状構造を示す。岡田(1997)は、崖端の湧水部や水田、地下水や伏流水中の

赤褐色を呈している場所には鉄細菌が棲息しており、しばしば綿屑状に浮遊したり、沈殿物を生じた

りしているとしている。また、パイプ状ベンガラ中には珪藻化石を見出しているとこから、こうした

環境下で生成されたことが予測されている。

なお、非鉄細菌系のベンガラ(主に粒子状)の原料としては、赤鉄鉱のほかにも褐鉄鉱が考えられ、

土中において鉛直方向に根状に伸びる高師小僧などが知られている(地学団体研究会・地学事典編集

委員会編、 1981)。褐鉄鉱は、加熱することにより赤鉄鉱へと変化する。検討した赤色顔料は、パイプ

状ベンガラが確認されなかったが、非鉄細菌系のベンガラと考えられる。

(4) おわりに

赤色物の特徴について検討を行った結果、 X線回折分析において赤鉄鉱が検出された。顕微鏡観察

では細菌系のパイプp状ベンガラは確認されなかったが、非鉄細菌系のベンガラと考えられる。

3 石杵付着試料の蛍光X線分析

(1) はじめに

06_15・16地点のSD0381出土の石杵(掲載番号4289、図2524)には赤色顔料が付着しており、その

生産との関連が考えられる。ここでは赤色顔料について蛍光X線分析を行い、組成を検討した。なお、

分析は株式会社パレオ・ラポの竹原弘展が担当した。

(2) 試料と方法

分析対象資料は、 SD0381の人工層位14層から出土した。同層からはV期~四期の土器が出土して

いる。石杵に付着している赤色部分をセロハンテープで極少量採取し、分析試料とした。

分析装置はエネルギー分散型蛍光X線分析装置である脚堀場製作所製分析顕微鏡XGT-5000TypeII 

を使用した。装置の仕様は、 X線管が最大50kV・1mAのロジウムターゲット、 X線ビーム径が100μm

一日
月

ぬっ
置圃

02Ocm  

(5=1/8) 
~I 11 ~ ~ 

;，u;旬、t皿t.o.J r--司回予U こ:u:島、L:o:.. ‘ 

園2524 石杵の実測固と赤色顔料の蛍光X線分析結果
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写真9 赤色蹴料分析対象獄料及び顕微鏡写真

または 10Jtm、検出器は高純度Si検出器 (Xerophy)である。検出可能元素はナトリウム~ウランで

あるが、ナトリウム、マグネシウムといった軽元素は蛍光X線分析装置の性質上、検出感度が悪い

ため、試料中に少量含む程度ではピークを検出し難く、検出できてもその定量値はかなり誤差が大

きい。

本分析での測定条件は、 50kV、0.14'"1.00mA (自動設定による〉、ピーム径100Jtm、測定時間

5008に設定した.定量分析は槙種試料を用いないファンダメンタル・パラメータ法 (FP法)による半

定量分析を装置付属ソフトで行った。そのため、定量値の誤差は大きい。

また、採取した試料は光学顕微鏡下での観察も行い、赤色物の粒子形状を確認した.

(3) 結果と考察

分析により得られたスペクトル及びFP法による半定量分析結果を図2524に示す。館料からは水銀

(Hg)と硫黄 (S)が高く検出され、他にケイ索、鉄が検出された。また、光学顕徴鏡観察により得ら

れた画像を写真9に示す。水銀と硫黄が検出されたととから、この赤色顔料は水銀朱であるといえる。

石杵に付着していることから、水銀朱を粉末にする作業がなされた可能性がある.

4 畿銀付着蹴料の元農マッピング分析

(1) はじめに

06_15・16地点のSD0381から出土した倭

鏡〈銅鏡〉の両面に付着する赤色顔料の元

素マッピング分析を行い、顔料の分布状混

と組成について検討した.なお、分析は掠

式会社パレオ・ラポの竹原弘展が担当した。

(2) 鼠料と方法

分析対象は、 SD0381の人工層位2層から

出土した倭鏡1面{掲載番号6710)である。

倭鏡は鏡面を上にして出土し、必要な記録

の作成後に取り上げると、鏡背にも赤色顔

料が付着していた。また、鏡背に密着して 写真10 取上直後の倭鍍の織子



第3節赤色顔料分析 39

衰536 倭鏡の半定量分析結果加ass%)

位置 Al Si P s E c. Ti 世1 Fe 凸i As Ag Sn Sb Pb Bi 

.13.55 14.70 0.36 1. 23 2.28 0.59 0.09 54.17 14.26 0.33 3.84 O. 78 3.83 

鏡
赤

b12.90 10.30 0.42 1. 53 1. 34 0.49 O. 10 43. 76 29. 70 0.39 3.81 0.81 4.44 
色

背 c 4.42 0.48 0.72 0.38 17.08 65.86 0.65 4.13 6.27 

地 d 0.30 94.66 2.94 2. 10 

.13.60 21. 63 0.32 1. 26 O. 77 0.93 52.08 17.50 0.17 0.69 1. 05 

鏡
赤

b13.29 10.28 O. 75 0.58 0.60 0.58 0.07 29.00 48.44 0.28 2.11 0.50 3.26 0.26 色
面 c14.20 19.69 0.45 0.91 0.64 0.64 0.41 14.19 55.76 O. 16 1. 17 1. 61 O. 18 

地 d O. 73 0.21 94.98 0.25 1. 84 0.45 1. 54 

いたSD0381埋土にも赤色顔料が残っていた(写真 10)。なお、倭鏡の材質については、本章第12節を

参照されたい。

分析装置は、エネルギー分散型蛍光X線分析装置である(株)堀場製作所製分析顕微鏡XGT-

5000Type IIを使用した。装置の仕様は、 X線管が最大50kV・1mAのロジウムターゲット、 X線ピーム

径が100μmまたは 10μm、検出器は高純度Si検出器 (Xeraphy)である。また、試料ステージを走査

させながら測定するととにより元素の二次元的な分布画像を得る、元素マッピング分析も可能である。

検出可能元素はナトリウム~ウランである。

分析は、最初に元素マッピング分析を行い、次に、鏡背と鏡面それぞれについて、赤色部分3箇所

及びその比較対象に銅鏡本体部分 1筒所の4筒所ずつ、計8筒所を選ぴ、ポイント分析を行った。本

分析での測定条件は、元素マッピング分析では50kV、1.00mA、ビーム径100μm、測定時間 10000s

を4回走査、ポイント分析では50kV、0.06-0.74mA(自動設定)、ビーム径100μm、測定時間500s 

に設定し、いずれも非破壊で行った。定量分析は、標準試料を用いないファンダメンタル・パラメータ

法 (FP法)による半定量分析を装置付属ソフトを用いて行った。定量値の誤差は大きく、解釈には注

意を主要する。

(3) 結果及び考察

ケイ素 (Si)、鉄 (Fe)、銅 (Cu)、スズ (Sn)、鉛 (Pb)の元素マッピング図を写真 11に、鉄のマッピ

ング図に示した a-dの各ポイントの半定量分析結果を表536に示す。赤色顔料の付着する a-cの

ポイントでは鉄が多く検出された。

赤色顔料の代表的なものとしては、朱(水銀朱)とベンガラが挙げられる。水銀朱は硫化水銀(HgS)

で、鉱物としては辰砂と呼ばれ、産出地はある程度限定される。ベンガラは狭義には三酸化二鉄 (Fezo"、

鉱物名は赤鉄鉱)を指すが、広義には鉄 (ill)の発色に伴う赤色顔料金般を指し(成瀬.2004)、広範

な地域で採取可能である。また、ベンガラは直径約1μmのパイプ状の粒子形状からなるものも多く

報告されている.このパイプ状の粒子形状は鉄パクテリア起源と判明しており(岡田. 1997)、合水水

酸化鉄を焼いて得た赤鉄鉱がとのような形状を示す(成瀬. 1998)。

今回の銅鏡の元素マッピングでは、肉眼で赤色顔料が確認できる箇所に高輝度の鉄の分布が確認さ

れた。ポイント分析では、銅鏡の成分である鋼、スズ、鉛(注)などとともに、鉄が多く検出された。

ケイ素の分布も鉄の分布とある程度重なっているようであり、ケイ素も赤色顔料にある程度伴ってい
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写真 11 倭餓付着緑色顔料の元衆マッピング分析
上2段:1総 背 下2段:j陵商
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るようである。一方、水銀は検出されなかった。以上より、赤い発色は鉄によると考えられ、赤色顔

料はベンガラといえる。したがって、鉄マッピング図で確認できる鉄の分布は、ベンガラの分布をあ

る程度示していると考えられる。なお、顔料がベンガラと判明したため、極々微量の赤色物を採取し、

生物顕微鏡観察も実施したが、パイプ状粒子は観察されなかった。

荒尾南遺跡の北西約3kmの位置には赤鉄鉱を産出する金生山があり、関連が想起される。しかし、

金生山の赤鉄鉱の特徴として知られるヒ言語 (As)の含有が、今回分析した銅鏡の本体には認められた

ものの、赤色顔料では確認されなかった。したがって、今回の赤色顔料については金生山との関連は

認められない。

(注)赤色顔料付着箇所の鋼、スズ、鉛の半定量値については、lJIJ項の材質分析の結果と比較すると、スズ及び鉛の鋼

に対する割合がかなり多く算出されている。これは、銅鏡の表商をベンガラが覆っている状態が影響しており、実際の

銅合金の組成比を反映していないと考えられる.鉄のK吸収端 (7.112keV)は、銅の蛍光X線 (Kα線で8.048keV)に

比較的近く、銅の蛍光X線を効率的に吸収してしまう。鉄と銅のマッピング図をみても、鉄の輝度が高い筒所は、銅の

輝度が低くなっているととがわかる.すなわち、鉄が2次フィルタ的に作用して銅の蛍光X線強度が低くなり、定量計

算時1;:100%に規格化した結果、相対的にスズ、鉛などの含有量が多くなってしまったと考えられる。本項で報告して

いるポイントdの値は、別項の材質分析の結果に近い。との例のように、均質でない物質について正確な定量値を求め

るのは、非常に困難である。
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第4節花粉分析

はじめに

10_1地点にて検出した遺構埋士試料をもとに、水田が営まれていた可能性のある層準を明らかにす

るとともに、遺跡周辺の古植生を知ることを目的として花粉分析を行った。以下では、試料について

行った花粉分析結果を示し、稲作と古植生について考察した。なお、同試料についてプラントーオパ

ール分析も行っている(本章第5節参照).分析は株式会社パレオ・ラポの森将志が担当した。

2 試料と方法

分析試料は、 101地点の調査区西壁から採取した計5試料である(図2525)。試料採取層準は、上

位から順に 10層{黒褐色の有機質砂質シルト)、 11層(黒色の有機質砂質シルト)、 15層(黄灰色の砂

質シルト)、 16層(黄灰色の砂質シルト)、 18層(灰色の砂混じり粘土質シルト)である。時期につい

ては、 11層が弥生時代末~古墳時代初頭、 15・16屑が弥生時代中期~後期と考えられるため、 10層は

弥生時代末~古墳時代初頭以降の堆積物、 18層は弥生時代中期以前の堆積物になる。これらの試料か

ら次の手順で花粉化石を抽出した。

試料(湿重量約 3-4g)を遠沈管にとり、 10%水酸化カリウム溶液を加え 10分間湯煎する。水

洗後46%フッ化水素酸溶液を加え 1時間放置する。水洗後、比重分離(比重2.1に調整した臭化亜鉛

溶液を加え遠心分離)を行い、浮遊物を回収し水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリ

シス処理{無水酢酸9・濃硫酸 1の割合の混酸を加え 10分間湯煎)を行う。水洗後、残誼にグリセリ

ンを滴下し保存用とする。検鏡はこの残溢より適宜プレパラートを作製して行った。各プレパラート

は樹木花粉が200を超えるまで検鏡し、その問に現れる草本花粉・胞子を全て数えたが、数枚のプレ

パラートを検鏡しでも樹木花粉が200にとどかない試料もあった。そとで、花粉ダイアグラムには

B 

8.50m 

2 

/ 

ふ道管

11 16 10 

-試料探取位置

1 10YR3/3 時褐色土 しまりなし粘性有吟Aあり 長さ2岨以下の角礎をわずかに含む現道鉱帽土居界関瞭
2 10YR6/3 にぷい黄綬色f しまりなし粘性やゃあり 長さ5岨以 Fの門積、角艇を多〈含む裏道鉱楊 i 属界明瞭
S 却岨年開査区坦戻し土
4 現道(アスフアルド舗者8
5 水道管殴置塩高し土
6 10YR3!2 黒褐色 t しまりなし粘怜やゃあり 長さ4岨以 Fの問機・角療を多く含む
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10 10YRZ/2 黒褐色土ややしまる粘伎やゃあり 10層層界明 瞭
11 10YR2/l 黒色土ややしまる粘位今中あり 直径1岨以下の同様をわずかに含む (lV層及tFsD0050埋土} 層界明瞭
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13 凱.Q15-Pl埋土
14 SK03613湿土
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園 2525 10 1地点酉壁の訴料採取位置 (8=1/50) 

" 〆

2m 

B' 



43 花粉分析第4節

10 1地点西壁の産出花粉化石一覧表(1 ) 表537

18層

7 

和名

樹木

Podocarpus マキ属

Abies モミ属
Tsuga 'Yガ属

Picea トウヒ属

Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束E属

Sciadopi tys コウヤマキ属

Cryptomeria スギ属

Taxaceae-Cephalotaxaceae-CUpressaceae イチイ科イヌガヤ科ヒノキ科

Salix ヤナギ属
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Carpinus-Ostrya クマシデ属 アサダ属

白 rylus ハシパミ属

Betula カバノキ属

Alnus ハンノキ属

FagUs プナ属

Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属

Quercus subgen. Cyclobal皿 opsis コナラ属アカガシE属

Cast曲目 クP属

Castanopsis シイノキ属

Ulmus-Zelkova ニレ属ーケヤキ属
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10_1地点酉壁の産出花紛化石ー覧表 (2)

扇末花
草木花粉
シグ植物胞子
花紛・胞子総1(

互盟主盤

.538 

Arboro81 poll曲

Nonarboreal抑 llen
Spores 
Total PollendiSpores 
Unknown pollen 

樹木花粉が100以上の試料については表示し、 100にとどかない試料については、産出した種類を*で

表示するにとどめて~しなお、図版に示した分類群ごとの単体標本 (PLC.192-197) はパレオ・ラ

ポに保管されている。

結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉29、草本花粉22、形態分類を含むシダ植物胞子2の総

計53である。これらの花粉・胞子の一覧を表537、表538に、分布図を図2526に示した。分布図にお

いて樹木花粉の産出惑は樹木花粉総数を基数とし、草本花粉、胞子の産出事は産出花粉胞子総数を基

数とした百分率で示してある。また、図及び表においてハイフン〈ー〉で結んだ分類群はそれらの分類

群聞の区別が困難なものを示す.さらに、クワ科、マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものがある

3 

が、各々に分けることが困難なため便宜的に革本花粉に一括して入れてある。

今回得られた花粉化石群集の樹木花粉では、スギ属とコナラ属アカガシ亜属、シイノキ属の産出が

目立ち、それぞれ9-35%、9-21%、14-16%の産出率を示す。また、サワグルミ属・クルミ属、

クマシデ属・アサダ属、カバノキ属、プナ属、コナラ属コナラ亜属、クリ属、ニレ属・ケヤキ属、トチ

ノキ属などの落葉広葉樹が数%の産出率で、ほとんどの試料に見られる。さらに、 18層ではコウヤマ

キ属が21%と高率な産出事を示す。草本花紛ではイネ桝が最も多く産出しており、 15層と 16層では

状況がよくわからないものの、 24%-47%の産出率でおおむね上位に向かつて増加する。抽水植物の

ガマ属やオモダカ属、ミズアオイ属、水田雑草を含む分類群であるキカシグサ属などが、 10層と 11層

においてわずかに産出しているが、 15層と 16層、 18層においては輩出が見られない.

考察

今回の花粉分析では、いずれの試料においてもイネ科花粉の産出が認められ、おおむね上位に向か
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熊本花粉 ・胞チ

樹木穂署脅は繍木施扮総数、怠本稽警告 .fg子fま耳障!ti才互理脅息子総数~基調kとして百分$で算出した.

*は木本花粉1ω領来報閣の然草寺について検出した穏厳令示す.

園2526 10_1地点西壁の花粉ダイアグラム

「
樹木花粉
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a-2 

c 

b 

e-! 

d-l d-2 

20μm 

f-l f-2 

a:プナ属(PLC.196) b:イ本科例心196) 0:スギ属 (PLC.19η

d:キカシグサ属(PLC.193) e::ガマ属(PLC.194) f::ョナラ鳳アカガシ軍属 (PLC.192)

写真12 10_1地点酉壁11贋から産出した花輪化石
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自然科学分析第6章48 

これに 30%の過酸化水素水を約20"-' を加える。にとり、約0.02gのガラスビーズ(直径約0.04mm)

30cc加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈

この残誼よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作降法により O.Olmm以下の粒子を除去する。

製し、検鏡した。同定及び計数は機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについてガラスビー

ズが300個に達するまで行った。

分析結果3 

同定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料 1gあたり

の各プラント・オパール個数を求め(表539)、それらの分布を図2528に示した。以下に示す各分類群

のプラント・オパール個数は試料 1gあたりの検出個数である。

検鏡の結果、 10、11層からイネのプラント・オパールが約 10，000個体検出された。最も多く検出さ

れたネザサ節型は、 15、16、18層で約20，000個体が得られており、 10、11層で約10，000個体が観察さ

ヨシ属は 10層で6，400個体が得られた。その他にクマザサ属れた。ウシクサ族は 15層で9，000個体、

型と他のタケ亜科(ネザサ節型とクマザサ属型とは異なるタイプのタケ亜科)、キビ族、不明植物珪

10_1地点西壁の試料19あたりのプラント・オパール個数

試料 イネ
ネザサ クマザサ 他のタケ

ヨシ属 キピ族
ウシクサ

不明

名
時期 節型 属型 亜科 族

(個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g)

10層 弥生時代末~ 10， 700 12，900 5，400 1，100 6，400 3，200 2， 100 8，600 
古墳時代初頭以降

11層 弥生時代末~
9，500 9，500 3，600 3，600 2，400 1，200 7，200 9，500 

古墳時代初頭

15層 。23，500 。 3，400 1，100 。 9，000 13，400 

ト一一一一一一
弥生時代
中期~後期

16層 。20，000 。 4，200 。 。 。 4，200 

18層
弥生時代 。18，500 3，300 5，400 。 。 。 2，200 
中期以前

表539

ウ
シ
ク
サ
族

キ
ビ
族

他
の
タ
ケ
亜
科

ク
マ
ザ
サ
属
型

ネ
ザ
サ
節
型

ヨ
シ
属

(個/g)

イ
ネ

圃圃圃圃圃圃圃 5000

[2]有機質 Eヨνノレ ト

Eヨ粘土Eヨ砂

10層

11層

15層

16層

18層

1. 50 ーー

10_1地点西壁のプラント・オパール分布図図2528
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50 第6章自然科学分析

la 2a 2b 

3a 3b 4a 4b 

5a 5b 6 

O.03mm 

7a 7b 

1 :イネ(拭料No.2)、2;ネザサ書官型(棋科No.l)、3'.クマザサ属製{燃料No.2)、4;他のタケ重科(拭料No.4)、

6 :ウシクサ族(徐糾No.3)、6:ヨシ属{書食料No.l)、1:キピ族(鈴斜No.l)

a:断面、 b:側面

写真13 10_1地点西聖のプラント・*パール
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52 第6章 自然科学分析

に従って各試料の平均粒径、分級度、歪度、尖度を計算したロ

なお、泥炭質堆積物は、植物遺体が多く含まれていたことから、 105"Cで乾燥した 10g試料につい

て電気炉を用いて750度 1時間の強熱減量試験を行い、有機物含有量を求めた。

3 結果

表541に粒度分析した結果を、表542にWentwo口h(1922)により区分された粒度組成を、表543に平

均粒径、分級度、否度、尖度を示した。また、各試料の統計値及び粒度分布図を図 2530~2532に示し

た。

以下に、各試料の粒度分析による特徴を述べる。なお、統計値の評価は、表544に従った。

試料No.l:粒度分布は多峰性を示し、 2.5申と1.5申にピークを示す。平均粒径は2.14申、分級度は

衰541 各試料の粒度分析結果(重量Eと重量的

恥1 恥2 恥3 '0，4 "'5 恥S "'7 
組度階

重量 重量 重量 重量 重量 Z重量 重量 重量 重量 重量 重量 重量 重量 重量{φ) 
匂} 国 w G再) (，.) 唖 (，) 制 (宮) (弾。 w 惜 (，) 側)

-5.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

4.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

4.0 0.00 0.00 99.01 22.26 0.00 9651.12 48.69 0.00 0.00 

3.5 0.00 0.00 3.54 0.80 0.00 1283.73 6.48 0.00 0.00 

-3.0 0.00 L 10 3.33 3.46 0.78 5.10 0.24 994.05 5.02 1.11 1. 03 0.00 

2.5 0.00 2.田 8.75 4.49 1.01 33.01 1.68 1112.24 6.61 0.66 0.33 0.00 

2.0 0.00 1. 07 3.24 2.25 0.61 51.34 2.鍋 794.20 4.01 0.81 0.49 0.28 0.04 

1.5 0.00 0.66 1.97 2.98 0.61 83.01 3.98 765.11 3.86 1.31 0.82 0.06 0.01 

-1. 0 0.00 0.44 1. 33 2.21 0.50 81.62 3.91 519.84 2.62 0.62 0.37 0.2日2 0.03 

-0.5 0.29 。ω 0.31 0.94 2.33 0.52 121.66 5.83 593.64 3.00 0.86 0.52 0.15 0.02 

。。 1. 53 0.44 0.21 0.64 2.43 0.55 212. 10 10.17 592.71 2.99 0.81 0.49 1. 13 乱 16

0.5 4.63 1.34 0.30 0.91 2.23 0.60 374.69 17.97 737.73 3.72 1.86 1.12 14. 68 2.10 

1.0 15.88 4.58 0.38 1.15 4.13 0.93 511. 04 24.51 680.73 3.43 3.68 2.21 78.94 11.38 

1.5 71.02 20.48 1.38 4.12 8.27 1.86 432.90 20.76 1064.32 5.37 9.70 5.8日2 273.00 39.35 

2.0 会6.33 13.36 2.32 7.03 39.48 8.88 90.53 4.34 445.47 2.25 25.10 15.06 劉07.8回 2日9.95

2.5 94.51 27.25 5.26 15.93 69.13 16.64 53.30 2.66 3開 .. 1.97 44.83 26.9。 56.71 8.17 

3.0 60.49 17.44 '.46 16扇4 74.68 16.79 21.83 1. O~ 136.16 0.68 30.10 18.06 31. 27 4.51 

3.5 35.06 10.11 4.57 13.84 84.66 19.01 9.16 0.44 41.72 0.21 23.86 14.32 14. 40 2.oa 

4.0 11. 36 3.28 4.46 13.51 26.38 ι93 2.60 0.12 13.01 0.07 13.86 8.32 10.20 1. 47 

<4.5 5.68 1.64 2.23 6.76 13.19 2.97 1.30 0.06 6.51 0.03 6.93 4.16 5.10 0.74 

合計 346.77 100.00 33.01 100.00 444.74 100.00 2085.19 100.00 19820.94 100.00 "謁 65 100.00 693.86 100.00 

表542 各試料の粒度組成

No.l No.2 No.3 No.4 No.6 町。 6 No.7 

区分 粒径 (φ) 重量 重量 重量 重量 重量 量量 重量 重量 重量 重量 重量 室量 量量 重量

w 抽 (，.) 抽 (g) 冊 (g) 由 (g) 制 (，.) 抽 (g) (紛

中礎 6 ...... -2 0.00 0.00 5.06 15.33 112.75 26.36 89.46 4.29 13836.34 67.36 3.07 1. 84 0.28 0.04 

細磁
-2 -ー1

0.00 0.00 1.09 3.3陥 ι19 1. 17 164.63 7.90 19鍋 44 9.28 1.99 1.19 0.28 0.04 

極粗粒砂 -1 ...... 0 1.82 0.52 0.52 1. 58 4.76 1. 07 333.76 16.01 1284.95 6.26 1. 67 1. 00 1. 28 0.18 

粗粒砂 。- 1 20.51 5.91 0.68 2.06 6.36 1. 43 885.73 42.48 1418.46 6.91 5.54 3.32 93.52 13.48 

中粒砂 1 - 2 117.35 33.84 3.68 11.1晶 47.76 10.74 623.43 25.10 16咽 79 7.36 34.80 20.88 480.82 69.30 

細粧砂 2 - 3 165.00 44.70 10.72 32.48 143.81 32.34 76.13 3.60 624.81 2.66 74.93 44.96 87.98 12.68 

微粒砂 3 - 4 会6.41 13.38 9.03 27.36 110.悶 24. 94 11.76 0.66 忌4.73 0.27 37.72 22.63 24.60 3.66 

組組Jルト 4 - 5.68 1.64 2.23 6.76 13.19 2.97 1.30 0.06 6.61 0.03 6.93 4.16 6.10 0.74 

合併 346.77 100.00 33.01 100.00 444.74 100.00 2085.19 100.00 20641. 03 100.00 166.65 100.00 693.86 100.00 

'履 -6 -ー1
0.00 。o。 6.15 18.63 117.94 26.52 254.08 12.18 15741. 78 76.64 5.06 3.04 0.56 0.08 

砂 -1 ...... 4 341曲 98.36 24.63 74.61 313.61 70.62 1829.81 87.76 4792.74 23.33 164.66 92.81 曲8.20 99.18 

シルト・粘土 4 - 5.68 1.64 2.23 6.76 13.19 2.91 1.30 0.06 6.61 0.03 6.93 4.16 6.10 0.74 
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宝量

-z 111 1 

平均(D給e墾) 晦分捌張偏度差 σ) 歪度 (s羽 尖度同

0.90 3. 14 -0.06 1. 30 

試料No.3

0.00 0.00 12 il: 12 1& il: 12 s s s s 

艦盤【ゆ〕

粒度分析結果と積率(モーメント)法に基づく粒度係数計算結果と粒度分布図(1 ) 図 2530
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鼠料胤7
寝径 o E【%】 pd • p(d申-D.)21 p(d+-D骨}a 1 p(d+・0骨}‘軍量 • 
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0.崎

園2532 粒度分析結果と積率〈モーメント}法に基づ〈粒度係数計算結果と粒度分布図 (3)

の堆積物は、 2層(試料恥2)が有機物を332%、

3層(試料ぬ3)が13.4%含まれていたが、砂

礎から携成されていることから〈表542)、植

物遺体が他地点から還ばれてきたことが推定

される。

なお、 NR002・10層(試料恥4)を除いて、

一般的な河川堆積物に比べ全体的に淘汰の悪

い堆積物と考えられる(図2533)。

5 おわりに

各時期の堆積物を対象として粒度分析や強

熱減量試験を行った.その結果、薬理が発達

する礎と砂の互層や穣混じり泥炭質砂層など

:b 
-1.1 •• '4 

: . . 
¥ : ー.. ， 例JII&

、町t
- 欄帰ゆ{綱 }

1 
喧¥

同

師
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{同
開
岨
之
匡
同

M
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担当 唱。

-守 .，.. 
閥

7ト・

1
6
t::: 

2・+

3・+

5・・・

制叩・"・時間問問問問哨岬"・岬 "。

淘tI: 度 (SORTINO)

園2533 歪鹿ー淘紘鹿園上での河川砂と海岸砂の区分

。Frei<han.1961)
も比較的運搬営カの大きい堆積物であった。

また、縄文時代晩期の砂獲属は運搬営力の非常に大きい河川により堆積したことが推定されたが、調

査地域の広い範囲において基盤層を影成しているものと考えられる.
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表545 諸植山+出4~材相4 世〉樹種同定』園陸

lNo. 1:1貴様 l届|取上審号円高.--

l |田拙 1806 |炭倒 クヌギ節
ミ刃ン劃り、 177 I担531 11 189剖 l炭ヒ材

I'7D I"D~~' 1， lon".. 出 '"ω r;;n;;

15田20 24736-2 2紺スグジイ 割れ、半径 2田 |田 |盟国1 11 1田鍋 |炭化材|クり

届6 関 8888888882 3 1 

4生且旦

主ZHU主主主主主空里里旦

8 9 10 EZ 8888888884 5 8 

量化材 タリ

181 1田531 11 I田町 |炭化材 lクP

182 1担531 11 189曲 |炭ヒ材 lクリ

183 ISB531 11 I曲師 |炭化材 l押
川4 I 58531 11 18970 炭包材 lタP

185 158531 11 190田 |炭化材 l広葉1

186 1田531 11 19004 炭化材 lク凹

187 1担531 11 19005 炭ヒ材 lクリ

158531 8887 を化材 クリ 188 1田531 11 19006 炭化材 l押
189 1田531 11 19007 炭包材 lタヲ

13 158531 8889 クリ 190 158531 11 I叩飽 |炭化材 lクり

14 15田31 8890 タリ 191 158531 11 I田咽 |炭化材 lク凹

1115 6 7 曙 8888889993 4 2 

を化 シキミ

192 1担 531 11 19010 炭 k材 lクリ

193 1担531 11 19011 炭化材 l押
川4 1田531 11 I田12 出品品 I"，n 

18 158531 8895 を化 クリ 195 1盟国1 11 19013 

196 I 58531 11 19014 

20 |阻531 8897 タリ 幅9岨 197 I担 539 11 19991 

22221 2 3 4 日同目団B8BB55問5332日日日 8888899899008 9 0 1 韮サアクPカカ垂ガキ直、

198 1担 539 11 19994 
199 1 s:日539 11 199唱6

1100 158539 11 19田 7

1101 1 58539 11 110田2

2225 6 7 陸自 8889990004 2 3 

を化 クリ

1102 1担 539 11110田3

1103 1担 539 11 1印刷6

1104 1田539 11110∞8 脱，~，臥町内
28 158531 8905 を化 クリ。 1105 1 58539 11 110010 炭化材 l単子薬類

1106158539 11 11凹14 炭化材 l単子菜類

30 |田531 8901 1107 1田 539 11 11田 17 炭 k材 l単子ヂE

33231 2 3 4 日目目目B8出田55回剖33日日 8888999900119 0 8 1 

夕日

1108 1担539 11 110018 炭化材 l単子1

1109 1田539 11 110030 炭包材 l単子2

1110 1 58539 11 1100剖 |炭化材 l単子2
1111 158539 11 110田2 炭化材 l単子2

3335 6 7 陸自 8889991112 4 5 

をイヒ サカキ

1112 1田 539 11110田 6 炭 k材 l単子1

1113 1担日9 11110037 炭化材 l単子1

1114 1田539 11 110038 炭ヒ材 l単担

3唱 |担531 8916 を化 クリ l唱 15158539 11 110叫，3 炭化材 11挙制

16 1 58539 11 110045 炭化材 l単子2
会。 |田531 8918 タ五 117 1田 539 11 110046 炭 k材 lク凹

44441 2 3 4 日同日目B88田555回町33日1 8888999922219 0 2 3 

シキミ

シキミ 幅3.Ocm

|118 1担539 11 110047 炭化材 l単子弟類

1119 1田539 111100田 |炭ヒ材 l単子識調

1120158539 11 11回日 |炭化材 l単子菜類

1121158539 11 11凹田 |炭化材 l単子菜類

45 15田31 8924 シキミ |122 1盟国9 11 11凹57 炭包材|単子菜類

1123 1 SB539 11 110062 炭化材 l単子費調

47 15B531 8926 キミ 1124 1担539 11 110068 炭ヒ材 l押

ι ι 豆i掴5・二
日同1同89999 2223 8 9 7 0 

8889993332 3 1 

l 100::1 I 四:I"~ I 1 11U岨 9 炭化材 l単千葉類

化ノキ科か久ギの
|凹|担醐 11 1川 5 1炭醐|針葉樹 | 
11281SB539 11 11凹 76

1129 1担 539 11110曲。
1130 1担539 11110側 1 炭ヒ材 l単子識調

55 15田31 8934 1131158539 11 110岨 2 炭化材 l抑
132158539 11 110田2 炭化材はズ=

57 |四531 8936 葉樹 1133 1 58539 11 110岨 3 炭 k材 l抑

55863 9 0 1 日目日目8BB田5即5333日日U 

8939 リ?

88g叫9田40a 3 

1134 1担539 11110回5 炭化材 l単子業類

1135 1担539 11110ω8 炭ヒ材 l広葉樹

1136 1 58539 11 110岨 9 炭化材 l単千葉類

1137 1 58539 11 110101 炭化材 l単子菜類

伝2 58531 8叫4 炭化材 シキミ
破片

1138 1 58539 11 110103 炭 k材 lクヲ属?

1139 1 SB539 11 110105 炭化材 l単子発車

63 15B531 8947 |炭化材 タリ 1140 1担539 11 110109 炭ヒ材 lタヲ属?

64 158531 8 ... |炭化材 クリ? 1141 158539 11 110112 炭化材 l単手菜類

1142 1 58539 11 110113 炭包材 l単子菜類

66 15田31 8951 1143 1 盟国9 11110121 炭 k材 lクリ

67 |田531

8888999955552 3 4 5 
6670 8 8 BE トカキ

71 5B531 8956 炭化材 サカキ
丸木破片

1144 15国四 11 110122 炭化材 l単子業調

114' 1担539 11 110125 炭ヒ材 lクリ
1146 I担 539 1 1 110130 鰻作品 l単千道陣冨

1147 1 担 01894 11 19518 筏株 lエノキ属

|148 1 5K01894 11 19523 極線 |イチイガシ 盟主主
72 15田31 8951 .キ |150 1 SK01894 11 19455 綾機 |タヲ属 |径約35=

7773 4 5 障 8889995568 9 0 
トカキ l151 1 皿 05775 1 1 1 7664 1 J制同オ lム札キ l 

1152 川田01 1 15田町 l自然木 lアカガシ亙属 l技・幹材

11" 川田02 1 143178 自然木 17j;rJ!~ノ亙属 l根材
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lla-llc (取上番号24736-2)

環孔性の放射孔材で、年輸の始めの道管は単独でやや大きいが接線方向に連続しない。晩材部では

徐々に径を減じた小型で薄壁の小道管が火炎状に配列する。軸方向柔組織はいびつな線状となる@道

管の穿孔は単一である。放射組織は単列同性となる@

スダジイは福島県・新潟県佐渡以南の暖帯に生育する常緑高木である.材はやや重硬で害事j裂・乾燥・

耐朽性は中庸だが狂いが出やすい。

⑫ヒサカキ Euryajaponica Thunb. ツバキ属写真16 12a-12c (取上番号8958)

非常に小型で多角形の管孔が多数分布する散孔材。管孔の分布はやや粗雑である。道管の壁孔は交

互状から階段状、穿孔は横棒数が多い階段穿孔である。放射組織は異性、 2細胞幅が多い。

⑬ミズキ属 Comus ミズキ科写真16 13a-13c (取上番号10082)

小型の管孔が単独または放射方向に 2-3個接合して分布する散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔

は横棒数がやや多い階段穿孔である。放射組織は異性、 1-3細胞幅、多列部は平伏細胞からなりそ

の上下端に方形細胞と直立細胞が単列である。

⑭ムクノキ Aph組組曲easpera (Thunb.) Pl組 ch.ニレ科写真16 14a-41c (取上番号7764)

中型~小型の厚壁の管孔が、単独または 2-3個が放射方向に複合し分布し、帯状柔組織が顕著な

散孔材。道管の壁孔は交互状で横に伸びた孔口はつながり流れ、穿孔は単穿孔である。放射組織は異

性、 1-5細胞幅の紡錘形、結品細胞がある@

⑮ススキ属五也canthusイネ科写真16 15a (取上番号10076)

直径8mm前後の革本性の稗で、節部はくびれた後にややふくれる。稗は潰れているが、スポンジ

状の基本組織の中に維管束が散在している.稗の外周部は厚い厚墜細胞層にかこまれた大小の維管束

が 1-2層並び、内部の維管束はほぼ同じ大きさで維管東鞘は薄い。

⑮イネ科 Gr副nm田 e 写真16 16a (恥24736-1)

柔細胞と維管束で構成される単子薬類で、維管束が柔細胞中に散在する不斉中心柱である。重径が

1 cm以ドであるから草本類と思われる。対照標本が少ないため、同定には至っていない。

⑫針葉樹∞nifer 写真16 17a' 17c (取上番号10075)

保存が悪く微細な針葉樹材であった。仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材であった。樹

脂細胞があり、放射柔細胞の壁は平滑、分野壁孔は小型が1個あるように見えることから、ヒノキ科

やスギの晩材部の可能性がある。

(4) 考察

縄文時代晩期後半のSB446-P1から出土した生材はアカガシ亜属であった。また、弥生時代末か

ら宵墳時代前期の竪穴住居跡4軒の炭化材からは、アカガシ亜属、クヌギ節、クワ?、シキミ、サカ

キ、ヒサカキ、クリ、ミズキ、スダジイなどの広葉樹が検出され、このような多様な樹木が建築材と

して利用されていたことが判った。また、 SB531は同定した 92試料のうち 66試料がクリもしくはそ

の可能性のある材であった。全体の60%以上を占めており、その他にアカガシ亜属とシキミが多く使

用されている。なお、アカガシ亜属は竪穴住居跡の中央付近からまとまって出土した(図 2534)• 

SB539からは単子葉類とススキ属と特定した試料が多く出土し、 ζれらは同一方向に集積していたと

とから、屋根材ではないかと考えられる。また、 SB539の炭化材の出土状況は、ほかの住居跡に比べ
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エノキ周 コナラ節

イチイガシ

。 5. 

(5=1/100) 

図 2535 SK01894根株の樹積

残りが極端に少ないが、この要因は不明である。

近隣の遺跡でほぼ同時期の住居跡建築材の樹積構成を比較してみた。大垣市今宿遺跡では、弥生時

代後期の住居跡5軒からヒノキ・ヒノキ属・アスナロ・コウヤマキ・モミ属・ムクノキ・ススキ属な

どが検出され、全体的に針葉樹が多く、ヒノキとヒノキ属が優占していた(植田1998)。今宿遺跡では、

広葉樹材が主体の当遺跡とは樹種選択性が異なっている。岐阜市下西郷一本松遺跡では、弥生時代終

末期から古墳時代後期の住居跡6軒からヒノキ・ヒノキ属・針葉樹・アカガシ亜属・シイノキ属・サ

カキ・ヒサカキ・クリ・カマツカ?・クワ属・エゴノキ属・イネ科などが検出されている(植田2000)。

下西郷一本松遺跡では、針葉樹の占める割合が高いが、針葉樹と常緑性及ぴ落葉性の広葉樹のそれぞ

れ複数種類が出土し、多様な樹種が建築材に利用されていた点は、当遺跡の結果と類似性が高いこと

が判った。

平成6年度に調査した荒尾南遺跡の自然木・加工木合計997点の樹種も、針葉樹と常緑性及び落葉

性の広葉樹がそれぞれ多種類検出されている(財団法人岐車県文化財保護センター1996)。花粉分析

や大型植物化石及び周辺植生の復元からも、弥生時代から中世は照葉樹林が成立し、背後には針葉樹

や落葉広葉樹も豊富であったと考えられている図当遺跡の建築材樹種も、このような森林組成を反映

しており、周辺の森林から適材を伐採して利用していたと考えられる。

縄文時代晩期後半から弥生時代前半のSK01894から出土した根株は、エノキ、イチイガシ、コナラ

節、クワであり、近接して出土したにも関わらず異なる樹種であった(図2535)固いずれも暖帯に生育

する常緑もしくは落葉の広葉樹であり、根株であることから遺跡に生育していたものと推測される.

縄文時代晩期の東海地域は、やや冷涼な気候となるが内陸部ではアカガシ亜属を中心とする常緑広葉

樹林が発達していたとみられ(安田・三好1998)、産出された樹種とも一致する@
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6b・6c.クワ属(No.9455)、1a-1c.クワ鳳?(No. 1(103)、君臨-8c.::zナラ属コナラ節(No.純54)、98-9c.サカキ(No.8898)、

lOa-lOc.シキミ(No.8922)、l1a・llb.スグジイ(No.24136ーの

a:横断面、 b:後線断面、 c:搬す断面

写真15 遺構出土炭化材、根徐等の顕微鰻写真 (2)
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2 掲載遺物の同定

(1) はじめに

とこでは、『荒尾南遺跡B地区 1~の報告書で樹種が記載できなかった掲載遺物と、本報告の掲載遺

物の合計582点の樹種同定結果について報告する。なお、分析は株式会社パレオ・ラボの黒消保子、

小林克也と、株式会社吉田生物研究所が担当した@

(2) 試料と方法

試料の採取箇所を水で湿らせた後、弟j刀を用いて試料の 3断面(横断面・接線断面・放射断面)か

ら切片を採取し、ガムクロラールで封入してプレパラートを作製した。これを光学顕微鏡で観察・同

定し、写真撮影を行った。

(3) 結果

同定結果の一覧を表546-549に示した。本項は7聞に分けて実施した同定の結果をまとめて掲載

しており、樹種名が担当者により異なる場合があったため、表 546~549では分析時の樹種名と統一

樹種名(伊東隆2012を参考に編集者が入力した樹種名)を記載した。その結果、針葉樹はアスナロ属、

イヌガヤ属、カヤ、コウヤマキ、スギ、ヒノキ、ヒノキ科、ヒノキ属、マキ属、マツ属、モミ属の 11

分類群、広葉樹はアオキ、アカガシ亜属、エノキ属、カエデ属、キハダ属、クスノキ、クヌギ属、クリ、

クワ属、ケヤキ、コナラ節、サカキ、サクラ属サワフタギ節、シイ属、タラノキ、ツツジ属、ツバキ属、

トチノキ、トネリコ属、ニシキギ属、ハイノキ属、ハンノキ属、ハンノキ亜属、ブナ科、ミズキ属、ム

クロジ、ムラサキシキブ属、モチノキ属、モモ、ヤナギ属、リョウブの31分類群、単子薬類のイネ科

であった。

以下に、同定根拠とした材組織の特徴を分類配列j頃に記載し、材の3方向の組織写真を提示する。

なお、以下の材組織の特徴と組織写真(写真17-23)の凡例の樹種名は、分析時の名称を用いた。ま

た、本節第1項で示した樹種は割愛した@

①アスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. et Zucι 写真17 la-lc (掲載番号BII _6627) 

仮道管、樹脂細胞、放射組織からなる針葉樹である。単材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、

樹脂細胞が豊富である。分野壁孔は小型のスギ型~ヒノキ型で、 1 分野に不揃いに 3~4個存在する。

アスナロは温帯に分布する常緑高木であるロ材は加工性・割裂性は中庸だが、耐朽・保存性が高い。

②イヌガヤ Cephalotaxus harrin g tonia (泊lightex Forb田)KKoch 写真17 2a-2c (掲載番号BII

_4375) 

仮道管、放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。仮道管は薄壁で、晩材部の幅は非常に狭い。

樹脂細胞は豊富で早材・晩材を通じて均等に分布する。放射組織は単列で2-5細胞高、分野壁孔は

トウヒ型で l分野に 1--2個存在する。仮道管に螺旋肥厚がある。イヌガヤは岩手県以南の暖帯から

温帯に生育する常緑の低木または小高木である。材は竪硬・徹密である。

③コウヤマキ Sciadopitys verticillata (Thunb.) Siebold et Zucc. 写真17 3a-3c (掲載番号BII

5755) 

仮道管と放射組織からなる針葉樹である。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭い.

分野壁孔は窓状である。コウヤマキは暖帯上部から温帯に生育する常緑高木である。耐朽性、耐湿性

が強く、強靭で微香がある。
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④スギ Cryptomeria iaponica (L.f.) D.Don 写真17 4a-4e (掲載番号B1 2628) 

仮道管、放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の

幅は広い。樹脂細胞は主に晩材部に散在する。分野壁孔は大型のスギ型で、 1分野に通常2個並ぶ@

スギは暖帯・温帯ド部に生育する常緑高木である。材は比較的軽軟で切削加工は容易、'1I!J裂性は大

きい。

⑤ ヒノ キ Chamaecyparis obtusa (Siebold et Zucc.l Endl. 写真 17 5a-5c (掲載番号B1 

2379) 

仮道管、放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。早材から晩材への移行は緩やかである。樹脂

細胞は主に晩材部に散在する。分野壁孔はトウヒ型~ヒノキ型で 1分野に 2個存在する。ヒノキは福

島県以南の温帯から暖帯に分布する。材は加工容易で苦手j裂性は大きし耐朽性・耐湿性は著しく高く

狂いが少ない。

⑥ヒノキ科 Cupressaceae 写真 17，18 6a-6c (掲載番号BI _2176) 

仮道管、放射組織、樹脂細胞からなるが、材の腐朽により分野壁孔の形が確認できなかったため、

ヒノキ科までの同定とした。

⑦ヒノキ科クロベ属クロベ Thujas回ndishiiCarriere 写真 18 7a-7c (掲載番号B1I_7237) 

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部に偏って接状

に存在する。柾目では放射組織の分野壁孔はスギ型で 1分野に 2-6倒ある。放射柔細胞の水平壁が

接線壁と接する際に水平壁は山形に厚くなり、接線墜との間に溝のような構造(インデンチャー)が

でき、よく発達しているのが認められるロ板目では放射組織は全て単列であった。数珠状末端墜を持

つ樹脂細胞がある。クロベは本州、四国に分布する。

⑧ヒノキ科ヒノキ属 Chamaecyparis SD. 写真18 8a-8c (掲載番号BII _2270) 

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行が急であった。樹脂細胞は晩材部に偏在している。

柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型で 1分野に 1-2個ある。板目では放射組織はすべて単列で

あった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。ヒノキ属はヒノキ、サワラがあり、本州(福島以南)、

四国、九州に分布する。

⑨マキ属 Podωarpus 写真18 9a-9c (掲載番号BII _4296) 

仮道管、放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。早材から晩材への移行は緩やかである。樹脂

細胞は豊富で年輪にほぼ均等に散在する.分野壁孔はヒノキ型で 1分野に 1-2個存在する。マキ属

は関東以西の暖帯~亜熱帯に生育する常緑高木で、イヌマキとナギの 2種がある包材は耐朽性があり、

樹脂が多く耐水性がある。
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削加工は容易で、耐水性・耐朽性・j.j虫性は極めて高い。

⑫ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Ma幽 o 写真20 17a-17c (掲載番号Bn _4308) 

大型の道管が年輪のはじめに 1列に並び、晩材部では小道管が集団をなして接線状から斜線状に配

列する環孔材である。道管の穿孔は単一で、小道管には螺旋肥厚がみられる。放射組織は 3-5列幅

程度の異性で、上下端の細胞に大きな結晶をもっ。ケヤキは暖帯下部に分布する落葉高木で、肥沃地

や渓畔によく生育するロ材は重硬だが加工はそれほど困難ではなく、保存性が高い。

⑮サクラ属(広義) Prunus s.L 写真20 18a-18c (掲載番号Bn _7232) 

年輪界は観察できなかったが、やや小型の道管が単独あるいは放射方向・斜線方向に複合する散孔

材である。道管の穿孔は単一で、道管内に螺旋肥厚がみられる。放射組織は 1-5細胞幅の異性であ

る。サクラ属は温帯に生育する落葉または常緑の高木または低木である。サクラ属はさらにサクラ亜

属、スモモ亜属、モモ亜属、ウワズミザクラ亜属などに分類され、 25種がある。木材組織からはモモ

とバクチノキ以外は識別困難なため、この 2種を除いたサクラ属とする。材は全般に中庸~やや重硬

であるが、切削・加工は困難ではなく、粘り気がある。

⑩サワフタギ節SectPalura G工凶写真20 19a-19c (掲載番号Bn 7222) 

散孔材である.木口では道管 (-60μm)が単独で、ときに2、3個複合して分布する。柾目では

道管は階段穿孔で、階段数は90に達する。道管放射組織間壁孔はやや疎らなふるい状。放射組織は異

性である。板目では放射組織は 1、23日!となり、高さは-1mmからなる。通常 1つの放射組織に多

列部が複数ある。サワフタギ節はサワフタギ、タンナサワフタギがあり、北海道、本州、四国、九州

に分布している。

⑫タラノキ Aralla e1ata S田m. 写真20 20a-20c (掲載番号Bn _6980) 

年輪界の始めにやや大型の道管が数列並び、晩材部では小道管が単独もしくは数個複合して接線状

に配列する環孔材である。道管の穿孔は単一である。放射組織は 3-53i1J幅の異性で、不完全な鞘細

胞がみられる。タラノキは温帯から暖帯に分布する落葉低木である。材は強度中庸である。

⑧スダジイ Castanopsis sieboldii (Makino) Hatus. ex T.Yamaz. et Mashiba 写真20 21a-21c (掲

載番号B1 _2172) 

環孔性の放射孔材で、年輸のはじめの道管は単独でやや大きいが、接線方向に連続しない。晩材部

では徐々に径を減じた小型で薄壁の小道管が集団をなして火炎状に配列する。道管の穿孔は単‘であ

る。軸方向柔組織はいびつな線状となる。放射組織は単列向性である。スダジイは福島県・新潟県佐

渡以南の暖帯に生育する常緑高木である。材はやや重硬で割裂性・乾燥・耐朽性は中庸だが狂いが出

やすい。

⑧ツブラジイ Castanopsis cuspidata (Thunb.) Schottky 写真 20，21 22a-22c (掲載番号B1 

_2173) 

環孔性の放射孔材で、年輸のはじめの道管は単独でやや大きいが、接線方向に連続しない。晩材部

では徐々に径を減じた小型で薄壁の小道管が集団をなして火炎状に配列する。軸方向柔組織はいびつ

な線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は単列向性で、集合放射組織がみられる.ツブラ

ジイは暖帯に分布する常緑高木である。材はやや重硬で割裂性・乾燥は中庸、耐久性は著しく低い。

⑧ツツジ属悶lododendron 写真21 23a-23c (掲載番号Bn 7041) 
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小型で角張った道管がほぼ単独で散在する散孔材である。道管の穿孔は20段程度の階段状である。

放射組織は単列と 3-5 91J幅の 2種類からなる異性で、単列部は接線断面においてレンズ状を呈する.

ツツジ属は熱帯から寒帯まで幅広く分布し、樹形も低木から高木まである常緑もしくは落葉の広葉

樹である。ツツジ亜属やシャクナゲ亜属などを含む約50種がある。

⑧ツパキ属 Camel1ia 写真21 24a-24c (掲載番号B11_4324) 

小径でほぼ単独の道管が、晩材に向けてやや径を減じながら均等に分布する散孔材であるロ道管の

穿孔は 10本程度の横棒からなる階段状である。放射組織は方形もしくは直立細胞が上下に 2-4細胞

連なる異性で2列幅程度、多列部と単現j部がほぼ同じ大きさである。円形に著しくふくれた大型の結

晶が単列部に認められる。ツバキ属は温帯から暖帯に生育する常緑高木もしくは低木である。ヤブツ

バキ、サザンカ、チャノキなどがある。材は切削加工及び割裂は困難であるが、強靭で耐朽性は大きく、

重硬・綾密である。

⑧トチノキ A日記ulusturbina包Blume 写真21 25a-25c (掲載番号B11 _6709) 

やや小型の道管が単独もしくは数個放射方向に複合して均等に分布する散孔材である。道管の穿孔

は単 Aで、道管内墜には螺旋肥厚がみられる。放射組織は単列で、すべて平伏細胞で構成される同性

である.放射組織は接線断面において層界状に配列する。トチノキは温帯から暖帯に分布する落葉高

木で、やや湿り気のある肥沃な土地の深い谷間や中腹の緩傾斜地によく生育する。材は柔らかく鰍密

であるが、保存性は低い。

⑧トネリコ属シオジ節 Fraxinus sect Fr依泊aster 写真21 26a-26c (掲載番号B1 _2623) 

年輪のはじめに大型の道管が数列並ぶ環孔材で、晩材部では非常に厚壁の小道管が単独もしくは放

射方向に 2-3個複合して散在する@軸方向柔組織は周囲状となる@道管の穿孔は単一、放射組織は

向性で 1-3列幅である。シオジ節は温帯に分布する落葉高木で、シオジとヤチダモがある。材はや

や重硬で強く粘りがあり、加工性・保存性は中庸である。

⑧ニシキギ属 Euonymus so. 写真21，22 27a-27c (掲載番号B11 _5120) 

散孔材である。木口では小道管 (-40μm)が単独ないし 2-4倒複合して多数分布している。柾

目では道管は単穿孔と螺旋肥厚を有する@木繊維にも螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏細胞からな

り同性である。板目では放射組織は単列、高さ-500μmからなる。ニシキギ属はニシキギ、マユミ

等があり、北海道、本州、四園、九州に分布する。

⑧ハイノキ属 S抑no!∞ωJaCQ. 写真22 28a-28c (掲載番号BII _1712) 

散孔材である。木口ではきわめて小さい道管 (-60μm)が平等に分布する包虫害によりできた傷

害組織(ピスフレック)が見られる@柾目では、道管は階段穿孔と側墜に螺旋肥厚を有する。放射組

織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔は対列状ないし階段状壁孔がある。板

目では放射組織は 1-2細胞列、高さ-600μmからなる@単列部と多列部との幅はほぼ同じですっ

きりとした形をしている。ハイノキ属はハイノキ、クロパイがあり、本州(千葉以西)、凶園、九州、

琉球に分布する。

⑧ハンノキ属 Alnus so 写真22 29a-29c (掲載番号B11 _7209) 

散孔材である。木口では中庸ないしやや小さい道管 (-90μm)が2-数値半径方向に放射複合

管孔をなして平等に分布する。軸方向柔組織は単接線状柔組織を形成している。放射組織は多数の単
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列放射組織と幅の広い放射組織がある。柾目では道管は階段穿孔と小型で円形の対列壁孔を有する。

放射組織はおおむね平伏細胞からなるが、ときに上下縁辺に方形細胞が現れる。板目では多数の単列

放射組織(1 ~30細胞高)と単列放射組織が集まってできた集合型の広放射組織がある。ハンノキ属

はハンノキ、ミヤマハンノキ、ケヤマハンノキ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

⑩ハンノキ亜属 A1nus sub g en. A1nus 写真22 30a-30c (掲載番号B1 _2643) 

小型の道管が放射方向に数個複合してやや草野に分布する散孔材である。軸方向柔組織は短接線状と

なる。道管の穿孔は 10~20段程度の階段状である。放射組織は単列の向性で、集合放射組織が存在

する。ハンノキ亜属は主に温帯に分布する落葉高木または低木で、ハンノキやケヤマハンノキなど 7

種がある。材は全般に硬さ・重さ中庸で、加工は中庸~容易である。

⑧ブナ科 Fagaceae 写真22 31b・31c(掲載番号BII _6981) 

状態が悪く横断商の観察が行なえなかったが、他の断商から大型の道管が観察できる。道管の穿孔

は単一で、放射組織は単列の同性である@

⑨ムクロジ Sapindus M叫mro邸iG配地L 写真22 32a-32c (掲載番号BII _4789) 

環孔材である。木口ではやや大きい道管 (~300μm) が数列で孔圏部を形成している。孔圏外では

小道管が団塊状に集合している。軸方向柔細胞は帽の広い帯状をなして接線方向に連続している(帯

状柔組織)。柾目では大道管は単穿孔と多数の壁孔を有する。道管はさらに螺旋肥厚も持つ。放射組織

はすべて平伏細胞からなり同性である@板目では放射組織は 1-3細胞列、高さ-400μmからなる@

ムクロジは本州(中南部)、囚園、九州、琉球に分布する。

⑧ムラサキシキブ属臼m叩:rpasp. 写真22，23 33a-33c (掲載番号BII _7190) 

散孔材である。木口では極めて小さい道管 (-60μm)が単独ないし 2-5個放射方向に複合して

分布している。柾目では道管は単穿孔と側壁に多数の小壁孔を有する。放射組織は直立と平伏細胞か

らなり異性である。道管放射組織間壁孔は多数の小壁孔からなる。板目では放射組織は 1-3細胞列、

高さ，，_1 mmからなる。ムラサキシキブ属はムラサキシキブ、コムラサキ等があり、北海道、本州、

四国、九州に分布する。

⑧モチノキ属 Ilex 写真23 34a-34c (掲載番号BII _4350) 

小型の道管が放射方向に数個複合して分布する散孔材である。道管の穿孔は横棒の多い階段状であ

る.道管内には螺旋肥厚がみられる。放射組織は多列で異性である。モチノキ属は熱帯から温帯に分

布する常緑または落葉の高木または低木である。日本には23種があるが、常緑性のモチノキ亜属と落

葉性のウメモドキ亜属に大きく分けられる。

⑧モモ Prunus persica Betshi 写真23 35a-35c (掲載番号BII _7191) 

半環孔性の散孔材で、年輪界にやや大きな道管が 1-3 71J程度並ぶ。晩材部では道管がほぼ単独で

散在し、やや斜線状に配列する。道管に着色物質を含むものがあり、穿孔は単一である。放射組織は

1-7細胞幅の異性である。モモは温帯に分布する落葉高木である。材は重く、やや強度もある。

⑨ヤナギ属加Iix写真23 36a-36c (掲載番号BII 7211) 

やや小型の道管が単独もしくは数個複合してやや密に散在する散孔材である。道管の穿孔は単一、

道管相互壁孔は交互状となる。放射組織は単列の異性である。ヤナギ属は暖帯、温帯、寒帯に広く生

育する落葉高木または低木で、ケショウヤナギ、コゴメヤナギ、シダレヤナギなど日本では90種程
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48-4C.スギ(B1 _2628)、6a-6c.ヒノキ (B1 _2379)、6a.ヒノキ科(B1 _2116) 

a:横断面、 b:接線断面、 c:放射断面

写真17 縄蟻遺物の顕微鏡写真れ〉
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L s 200J.lm 

110.マツ属機S展望f東箆属 (B1_1449)、12a-120..:e-ミ属(Bn_6982) 、 13a-13c. ア*~ (B n_221)、

14a-14o.カエデ瓜 (Bll_7040)、16a-160.~ハグ震キハダ (B ll_2668)、16a-160.クスノキ (Bll_154) 

a:桜断面、 b:鍛錬断面、 c:放射断面

写真19 縄織遺衡の顕微鏡写真 (3)
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写真21 掲載遺績の顕微傭写真 (5)
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36&-36c.ヤナギ鷹 (Bll_7211)、37&-37c.リョウプ (B1 _226) 

a:横断面、 b:後線新面、 c:放射断面

写真23 縄歳遺物の顕微鏡写真 (7)
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3 

5 

10nm 

7 10 

13 15 

51111 

1. ;t=ユグルミ核 ω7_42総点-h層) 2.そそ車産 (08_7地点・唖扇) 3."メ?核 (08_7地点・6層)

4.トチノキ種子 (07_42地点-h層) 6.トチノ今来熱種子 (07_42地点-d層) 6.サクラ属サクラ節機 (08_7地点ー宮居)

1.サンショウ属種子 (08_1地点一事居) 8.クマヤナギ属機 ω8_1地点-a層) 9.ブド"...綾子 (08_1地点一事庖)

10.クマノミズ今核 (08_7地点-8層) 11.エゴノキ核 (08_1地点-8層) 12.クサギ種子 (08_7地点-8磨)

13. 'j}ナムグラ糠 (08_7地点一宮居) 14.ツリフネソク属種子 (08_1黄色点-a層) 15.ノプドワ種子 (08_7地点-8層)

16.メロン仲間種子 (08_7地点・8層) 17.ヒョウタン仲間種子 (08_7地点・宮居)

写真24 SD03創出土種実
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1 :分析No.l写真 2・3:分析Nl，lS四反射電子像 (2:x25、3:x200) 

4 :分折脳写真 5・6:分析'Nl，2S阻反射電子像 (5:X23、6:X200) 

写真25 鉄関連遺物及びSEM反射電子像
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青銅製品とは色閉が異なる〈岐阜県文化財保護センター2014)0

5 おわりに

B地区から出土した金属製品の材質を分析した結果、スズ、鉛を少量含むものの、いずれも銅の割

合がかなり高い製品であると判明した。錆の上からはわかりにくいが、かなり赤みの強い金属製品で

あったといえる.

参考文献

岐阜県文化財保護センター (2014)荒尾南遺跡C地区

村上隆 (2003)金工技術.日本の美統制3，981>.至文堂.

村上 陸 (2012)銅鐸の色と音に関する考察…長野県棚沢遺跡出土背銅器の材質分析が教えてくれる

こと….日本文化財科学会第29回大会研究発表要旨集.90・91.

中井泉編 (2005)蛍光X線分析の実際 2421>，朝倉書庫.

害毒4号Fま分析事委号lこ対応する。 自丸は測定位置聖母示す。

写真2.6 分析対象とした金属製品と剥定位置
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炭素同位体比 (δ13C)、慣用に従って年

代値と誤差を丸めて表示した14c年代を

示す。測定の結果、 48340:t 540 yr BP 

と14cがほとんど含まれていないことが

判明した。

4 考察

分析の結果、白色塊はほぼ方解石で構

成される物質であることが判明した。方

解石は、炭酸カルシウムの鉱物のひとつ

である。炭酸カルシウムを主成分とする

物質の例として、石灰岩、貝殻、漆喰な

どが挙げられる。これらのうち、漆喰は

人工物であり、硬化前は消石灰〈臼(0均〉

を主成分とし、大気中のご酸化炭素を吸

収して炭酸カルシウム(CaC03)となり

硬化する.

分析恥2の放射性炭素年代測定により、

デッドカーボンとも呼ばれる、ほとんど

14(:を含まない試料であることが判明した。

炭酸化したのは少なくとも約5万年以

上前といえるため、弥生時代~古墳時代

に使用された漆喰である可能性は完全

に否定され、石灰岩である可能性が極め

て高い.白色塊の中心部は硬く、表面が

風化してこのような粉状物ができたも

のと考えられる。他の3試料についても、

特徴がよく似ていることから同様と考

えられる。

ただ、石灰岩の塊が自然に出土地点に

存在するとは考え難く、人為的に持ち込

まれた可能性が高い。遺跡所在地から北

へ約3kmの地点には、石灰岩の産地と

して金生山があることから、そこから運

び込まれたものと予想される.

5 所見

本資料は表面全体をほぼ均一に白色の

粉末が被覆している。との白色粉末はX
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第 12節粘土塊分析

1 はじめに

当遺跡の調査では、竪穴住居跡や方形周溝墓、溝等から粘土塊が複数出土した。これらの粘土塊は、

遺構の覆土と比較して白色系の無機質で異質な粘土である。ここでは、これらの粘土塊の特徴を調べ

るために、粘土薄片を作製して偏光顕微鏡による観察を行ったロまた、化学組成を調べるために蛍光

X線分析も行った。なお、分析のうち、薄片の偏光顕微鏡観察は、株式会社パレオ・ラポの米田恭子、

藤根久が、蛍光X線分析は株式会社パレオ・ラボの竹原弘展が担当した。

2 試料と方法

試料は、主にB地区の遺構から出土した粘土塊30点である(表557)。

各粘土塊試料は、次の手順に従って偏光顕微鏡観察用の薄片を作製した。

(1)恒温乾燥機で十分乾燥させた後、電気炉を用いて800度、 6時間で焼成した。 (2)試料は、岩石カ

ッタ で整形し、恒温乾燥機により乾燥した。全体にエポキシ系樹脂を含浸させ固化処理を行った。

これをスライドグラスに接着し平面を作成した後、同様にしてその平面の固化処理を行った。 (3)研磨

機及びガラス板を用いて研磨し、平面を作製した後スライドグラスに接着した。 (4)その後、精密岩石

薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ 0.02mm前後の薄片を作製した。仕上

げとして、研磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コーティング剤を塗布した。

各薄片は、偏光顕微鏡を用いて薄片全面について微化石類(珪藻化石、骨針化石)と大型粒子の特

徴及びその他の混和物について観察と記載を行った。

また、化学組成の特徴を調べるために、蛍光X線分析を行った。各試料は、焼成した試料の一部を

用いた。測定は、エネルギー分散型蛍光X線分析装置(ヱスアイアイ・ナノテクノロジー綿製)を用

表557 粘土塊の分析対象一覧表

!哲吉 i欝 曹2 抑制 S田40 3 I灰白 6Y8/1 ，シルド賀粘土

4 661-1 S即日 。 I 5Y71 ，砂質シルト

監
白B区区E Z 

5 16736-1 S回422 d IE Nl/l 〆ルト質3粘土 "' 
7 23756-1 5BI03 b IE 5YR4! "' 白H区区 I Z 
8 23753-1 5BI05 2 IE IY5/1 占士 "' 
10 35565-1 5BI04 b IE 

2戸笠貨褐ヲ色25耳MLL白EEU石Y笠Z51守Y立57/百2粕ム);ー万生L歩Z混了とて上じ晋盟土り頑呈粘主盟土否二主生宝ー
"' 白H区区 I Z 

11 36666-1 5BI04 b "' 
13 13566-1 5B195 征合'u "' 包B区区E E 
14 22686-1 5103985 d 鉦含む "' 
16 22617-1 5K03985 器量 10Y7/ 邑シルト粒子混じり粘土 "' 白H区区E E 
17 22618-1 5K03985 :.6Y6， 士 "' 
19 22812-1 SZ118 b 普灰 費色 (2.5Y5/2) ，結状粘土

橿雪E "' 白H区区E E 
20 26328-1 "''' b 喜褐 (1000， 省士 "' 
2沼 27025-1 S且 29 巴 I 5Y6/ "' 白H区区E E 

" 27254-1 SB416 e 11: 6Y6) ，粘土質秒 "' 
25 2棚田 1 58412-寸戸 2 IE (5Y6! ，砂質 |機能r "' 白B区区E E 
26 21083-1 SZ166 bl IE (6Y6) 'ト "' 
n 20187-1 SK0659S b 普灰債色 :.5Y4/2) .白 主シルト粒子混1河粘土 "' 白H区区E E 
29 20682-1 SB654-P9 b E灰 (色町6/】 ，粘士 置砂 "' 

5を示すa
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細長く平たい長柱状であるロ閃緑岩のようなケイ酸分が中間的な深成岩類や変成岩類あるいは火山岩

類に産出する。

[片岩類]

石英や雲母類などの鉱物が片状に集合する岩石群である。

[深成岩類]

複合石英類は石英の集合している粒子で、基質(マトリックス)の部分をもたないものである岩石群

である.

[堆積岩類]

石英よ長石類、岩片類などの粒子が集合し基質部分をもっ岩石群である@

[火山岩類]

輝石や斜長石(双品)などの鉱物が斑品質や完品質構造を示す岩石群である。

[凝灰岩類]

全体的に濁りのあるガラス質であり、石英などの粒子を含む岩石群である。

[流紋岩類]

全体的に濁りのあるガラス質であり、石英などの粒子を含み、流理構造が見られる岩石群である。

[テフラ]

透明の非結晶の物質で、電球のガラス破片のような薄くて湾曲したガラス(バブル・ウオール型)

や小さな泡をたくさんもつガラス(軽石型)などがある。

3 結果

以下に、粘土塊薄片の偏光顕微鏡による観察及び蛍光X線分析の各結果について述べる。

粘土塊中の粒子組成は、微化石類や鉱物・岩石片を記載するために、プレパラ ト全面を精査・観

察した。以下では、粒度組成やO.lmm前後以上の鉱物・岩石片の砂粒組成あるいは計数も含めた微化

石類などを示す。不等号は、概略の量比を示し、二重不等号は極端に多い場合を示す。また、表559中

において、。が非常に多い、 Oが多い、ムが検出、空欄が未検出である。なお、砂粒の分類は、表558

に基づいた。

蛍光X線分析では、酸化ケイ素(Si02)が最も多く 41.99-79.20 %、次いで酸化アルミニウム(Al203)

が8.86-31.72%、酸化ナトリウム(Na20)が1.85-11.68%、酸化マグネシウム (MgO)が1.98-7.20

%、酸化鉄(Fe20a)が1.34-5.80%などであった(表560)。

4 考察

i )微化石類による材料粘土の分類

粘土塊中には、その薄片全面の観察から、一部の試料中に骨針化石が検出されたa 微化石類の大き

さは、骨針化石が10-100μm前後で

ある。一方、砕屑性堆積物の粒度は、

粘土が約3.9μm以下、シルトが約3.9

-62.5μm、砂が62.5μm-2mmで

ある(地学団体研究会・地学事典編集

委員会編、 1981)。このことから、植物
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ω水成粘土〈試軒，!h4)

これらの粘土中には、海綿動物の骨格の一郎である骨針の化石が含まれていた.

b)その他粘土〈その他粘土塊〉

これらの粘土中には、徹化石類は含まれていなかった。

これら粘土塊は、 1試料の粘土において骨針化石を僅かに含む粘土であるが、多くの粘土は徴化石

を含まないその他粘土であった。遺跡は、主に平野部に立地するが、北側には中・古生層が隣接して

分布する.調査では、基盤層として白色などの粘土が検出されたことから、この基盤層は埋没段丘の

粘土堆積物であることが考えられる。遺跡周辺域では、段丘は見当たらないが〈町田ほか、 2006)、濃

尾平野の沈降域北端部に位置することから、更新世の段丘が沖積層下に埋没していると考えられる.

遺跡では、当時、埋没段丘の粘土層を採取することができたと思われる。

一般的に、旧河川により形成された段丘堆積物中には良質の粘土層が見られる。これら段丘堆積物

中には徴化石類を含まないことが多いことから、検討した粘土塊は段丘堆積物中の粘主であることが

考えられる。なお、粘土塊中の砂粒組成は堆積岩類が多いことから、遺跡周辺の砂粒組成に近い組成

と考えられる.

話〉蛍光X線分析による粘土の特徴

蛍光X線分析では、一部の粘土塊を除いて、酸化アルミニウム(Al20a)が20%以上と高い.

酸化アルミニウム仏12匂〉は主に粘土の成分であり、酸化ケイ索{Si00が砂粒の成分であることから、

酸化アルミニウム(AlzOa)-酸化ケイ紫(SiO訟の分布図は、粘土と砂粒の混合割合を示すと考えられて

いる〈小村・藤根、 2002)。

図2538の酸化アルミニウム(AlzOa)一酸化ケイ素(Si02)分布図では、多くの粘土塊が集中して分

布するが、全体的には、破線で示した範囲に分布する。

分析恥7は、よりアルミニウム含有量が高い位置に分布する。この粘土は、褐色などの蝋質粘土で

ある.また、分析ぬ26と恥30は、よりケイ素含有量が高い位置に分布する.分析恥26は、粉末化し

た試料であったために、砂粒分が高い試料である.また、恥30は、砂質粘土である。

なお、分析恥21は、図の酸化ケイ素 (S102)が低い側に位置いるが、風化岩石と思われる試料であ

った。

臨〉粘土の起源

このような粘土分の高い粘土は、

徹化石類が乏しく白色系粘土のよ

うに有機物を含まない環境で堆積

した粘土と考えられる.とのよう

な白色系粘土あるいは蝋質粘土は、

当時の周辺の沖積平野に堆積した

粘土ではなく、段丘堆積物中に見

られる粘土と考えられる.

一般的に段丘堆積物を構成する

粘土質堆積物は、珪灘化石などの
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た.なお、白色系粘土あるいは蝋質粘土は、段丘堆積物中に見られる粘土に酷似することから、遺跡

の周辺に分布する埋没段丘の粘土堆積物と考えられる.

引用文献

安藤一男 (1990)淡水産送藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用.東北地理.42， 2， 

73・88.
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3a-3e.分折&.13(a:切断面、 b:開放:::':::1ル、 c:復交エ:::IJレ') 4o，-4c.分析No.14(a:切断面、 b:開放エコル、 c:i!:交エヨル〉

5a-5e.分続&.15(a:切断面、 b:開放エヨル、 c:il~=::tル') 6&-6c.分骨骨N払 16(a:切断面、 b:闘放エヨル、 e:il3'eエヨル〉

7a-7c.分割if&.17(a:切断面、 b:開放エヨル、 c:i!:~エヨJレ') 8a-8c.分析No.18(a:切断面、 b:開放エヨル、 c:i!:交=ユヨル}

事a-9c.分4庁&.1嘗 (a:切断面、 b:聞主主エヨル、 c:il3'e=::tル') 10a -10e.分続&.20(a:切断面、 b:開放エヨル、 c:il交=::tル)

写真28 粘土捕の切断面と薄片の偏光顕微傭写真 (2)(a:2mn.切断面、 b:5∞間，簿片)
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第13節昆虫遺体群集分析

1 はじめに

昆虫は生物の中で最も多い種類数を誇り、多様な環境に棲み分けている。昆虫の大部分は、年一化

ないし二化性で世代交代が速い.しかも移動能力が高いために、環境の変化に敏感に反応する。また、

花粉等と比べて死後の移動が少なく、現地性が高い。とのような理由から、見虫遺体の分析は過去の

環境を推定するのに有効である。今回はSD0381(大溝)の埋土から昆虫遺体を抽出し、明らかになっ

た昆虫遺体群集から当時の遺跡の古環境の推定を試みた。なお、本節は中津川市立坂下中学校の千藤

克彦が執筆した。
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2 2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質土しまりあり療を含まずIb層
3 2.5Y3/2黒褐色粘貧土ややしまりあり騰を含まずE層
4 2.5Y3/1 .褐色粘質士ややしまりあり騰を含まずE層
5 2.5Y3/1黒褐色粘質士やや暗色ややしまりあり B曜を含まずW層
6 10Y4!1灰色砂質シルト礎を含まずV層
7 5Y3/2オPープ黒色粘質土ややしまりあり離を含まず
8 5Y2/2オリーブ黒色粘質土ややしまりありロンクリート塊を含む
9 2.5Y2/1黒色粘質土やや茶色ややしまりあり磁を含まず
10 2.5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり磁を含まず
11 2.5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり礎を含まず 10.届よりやや淡色
12 5Y2/1黒色粘質土やや茶色ややしまりあり穫を含まず
13 5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり棋を含まず上部組砂が薄〈堆積するところあり
14 5Y2/1黒色粕質土やや暗色ややしまりあり棋を含まず 18層よりやや茶色
15 2.5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまり弱い径5回以下の円視を少し含む

植物遺体を含む細砂が湿巴る
16 5Y2/1黒色粘質土ややしまり弱い療を含まず
17 2.5Y2/1黒色粘質士やや暗色ややしまり弱い磁を含まず 21層よりやや茶色
l自 2.5Y2/1黒色粘質士やや暗色ややしまり弱い磁を含まず植物遺体を多〈含む
19 lOY2/1黒色腐食土(植物遺体の集積)
20 2.5Y2/1黒色粘質土やや暗色ややしまりあり径5皿以下の阿国駐在少し含む下部が淡色となる
21 N4/0灰色砂礎届 。 h 

(S=l/l∞) 

園2539 g虫遺体を採取した土周囲

しながら同定を行った。

3 結果と考察

抽出した見虫遺体について、出土部位と点数を表561に示した。全部で39分類群544点の昆虫を検

出した。また、出土部位の記号の意味については図2540に示した。

昆虫遺体は、完形またはいくつかの部位が連接した状態のものは少なく、それぞれの部位がぱらぱ

らの状態で検出されたものが多い。表561では採取した層位別に表示したが、各層準とも検出した昆

虫群集には位置による大きな違いは見られなかった。

種まで同定できた昆虫遺体は、現生標本と比較して部位の形状が完全に一致したものである。現生

標本がなく、完全に一致しないものについては、それぞれ属や族、科などに分類を留めた。各層準で
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表561 SD0381出土昆虫遺体一覧表

10腸甫 loll~t 15周甫 1511北 叩周甫 19周北

種 名 学 名 生息地 食住 出土暢位 慮"出土部位 点数 出土暢位 点数 出土部位 点数 凶士郁位 点棚 出土部位 点徹

イ串J'J助仏シ sc由in叩h町・ lu円曲 草原 食植 Stl 1 IH1，St5 ー Stl 1 IStl 

ーォョミJ.!f L・批t白且町祖&I'Iu・ 地憲 種食 H2，El，Stl， 5 Hl，T，・1 2 IEl 
M刊

守イ可4量プリ D世田凪...b師国由. 地裏 肉食 ml 1 Iml.Pl.T.l 3 1"1 1 

ttJJ.lt彊 c・.....i晶・pn叩 地表 纏食 El，M.l 量 El 1 

トヲ切コミム争期 0・dini町， 湿地 報食 E2 2 IEl 1 IE2 2 El 

J'oA湖 H町田Ii也・ pn.app 地寝 縄食 Pl，Stl，P.l 3 IE4訓S 7 IH5，F噌，1"02，切 H5，ml，P8， 30 H2，Pl.P.l. 11 IH1，P4，P・1， a 
E28，T，・2， EI2.M.l， E5，Mf1.Stl E2 
Stl，制問 P.l.T.2， 

量t2
I:P1'!I丁目ウ 時国同u.副血Jralil 水生 肉食 M・1

品'4lt Hydrophilus acumin凪岨 水隼 食植 E2 2 11"1 1 

智竜'Ao;b'.民， CoeIOl!.omo副11比um 湿地 食植 Hl.Pl.E8 10 P2.E8 8 IP1.Ptl 2 E2 2 IP2 2 

コ正ムシ Hydro....岨 affinis 水生 食植 E3，Mtl 4 

;b'J.シ科(小型} Hyclrophilid.. pn. .p. 湿地 食檀 H2，Pl，E3 ー
。可41♂顕 Mor・hi刷 rje回li 地裏 食. El，Stl，P・1 s 1"1 1 IT.l 1 11"1 1 

シずムシ頭 Silphid.. .....岬 地表 肉食 Pl 1 

，略的シ科 Staphytinid.. gor・.P 地表 機食 P7.St4 11 P3，Stl.T.l 5 

'J'7jl'~AI<梅 Lu帽 nida..・円相 轟林 食檀 Hl，Stl 2 

.'fl"初抑 Lu帽 nu・m.制 l尚m・m国・ 癒棒 金植 開 1 t 

守ゲVコ市平周 Aph叫l咽・pp 地表 食鑓 El t よ半面制 1 IH2，E2，T.l 5 P2，P・1 s 

Zン可ヨ晶・事鳳 Onth叩h・血血叩 地表 食習E El，Stl 量 Hl，Pl，Pe5， 12 H2，P7，P03， 22 同，St4 8 IStl 
E3，T・I，Stl E2，S叫M叫

コ;b'事J.!i食植.. Sc.rab.eoi血・ h町bi同岨cou・JTOup .林草原 食植 Stl t Tげ1 1 IS也 2 IMfl 1 

ピロウド功.串 M・...d町・.;.ponic・ 草原 食植 Pl 1 IP1，El，Stl 4 Hl，P2 3 

1J:I'.I3Ji官九 ApoIQni・1・hih....i 草原 食植 Pl.E8 9 Hl，P2，E4 7 IP2，P.1，E4 7 IP3，E8 ー
加副.事 Hol叫，icJo・i..00'加制暗h 書林草原 食植 Pl，Stl 量 T.l 1 E2 2 IEl 

マ拘泊予 Popilliaj却時n，C8 草原 金植 1"1 Pl 

コ正事Alt Mim・随時l・nd副首 草原 食植 T刊，Ttl 2 IE2，Ttl s Pl，El 2 IH2，Pl.E3， 131Hl，P凪P・1，31 
P.l，Stl， El0，S也，
Mt2，Tt3 Ptl，愉1，

附 I.Tt.5

X~/:コa・4 Mime.匝由民i田B 草原 金植 E2 2 

ドウ古事プイプイ ん回mol・田副P開・ HOPE 草原轟株 食植 1"1 1 IEl 
ヒメコ由.串 Anomol・rufo副首圃 草原 食梱 Mlfl 1 IH1，Pl，SI， 11 H2，P2，E3. 13 P2，El，Mtl， 5 IStl，El 主

E3，Stl，Ptl S泊P也.Ttl Stl 
Mtl.T恒

コ7*1サムゲリ 口町田旬円圃JU臥..，d. 草原 食植 El 1 Pl，E2，Stl 4 

シロテ〉ハナム昔、J P阿国e出。円e叫.Ii. 草原 食植 El 1 

コ均キJ.!f料 EIo.回rid帥 pn・pp 轟林 食植 P2.E4 e Pl，E2，T，・2， 6 IH1.Pl.P.l. 6 IH1，P4，E3， ー
Stl El，S喧 Stl 

，、ムシ科 Ch町田melidlie&e凡申P 轟 林 草 原 食 植日 1 IEl 1 IE18 1唖 Pl，E7 8 IP1，El 2 IE2.Pl.P・1 4 

初イハル麹 Donaoiin.. pn. spp. 湿地 金植 El 1 IE2 2 El 1 

'1'71、ムシ FI・utiau由・m柚佃 草原 金植 E2 2 IEl 1 IEl 
材制叫，lt Ch町肺lina咽"抗a 草原 食植 P.l，El 2 

プウムシ栴 Cu剛 lionid.........pp. 憲株 金植 E3 3 IE2 量 El 1 IE2 2 

不明甲虫 COLEOPTERA I町・・pp. 不明 不明 Hl.丁目，Stl，6 ISt2，1官.U2 7 IH2，P4，El. ー Hl，P2， 18 E4，P.l， 131P.l 
U3 Stl，T刊 MtM幡町E凶旨 M悶，U5

U8 

7'J煩 FORMI四DAE酔 n.・陣目 地事 提食 Hl 

ハエの仲間の散種目IPTERA.....叩P 地虫 金. 圃蝿量 霊園姐1 1 

不明昆虫 INSECTA酔0岬 p， 不明 不明 El 1 IU2 z Ul 

34 38 173 138 89 74 

10層 15層 19層

36，6量

仁 コ 水 生 . 湿地性 Eヨ地表性 Eコ 錫 性 EE食糞性 区1草原・森林 仁コ不明
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ピロ守ト':IT・事 官官腕宵S麗 紗守'A~ 官官腕宵S麗 金ンシ3J!t事 者5微量E U守Ja・4療官官腕宵S量

写実中のスクールば1目盛1田

写真30 昆虫遺体の顕微鏡写真 (1)
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第 14節地形環境

1 はじめに

人聞は、白然環境に影響され、またそれを利用しながら活動してきた。中でも地形は、人聞の生活

舞台であり、活動の場となってきただけに、地形環境と人間生活との間には密接な関係が存在する。

地形環境は、第四紀に変化を続け、現在に至っている。そのため、過去の人間生活を浮き彫りにする

には、各時期の地形環境とその変化を明らかにすることが必要と考えられる。

人間生活の解明につながる地形環境は、数万年や数千年オーダーでの考察だけでなく、それより細

かいオーダーで捉えなければならない@これには、考古遺跡の発掘調査区における地形・地質調査が

有効なb法となる。調査区では、微地形とそれを構成する堆積物が直接観察され、堆積物については

詳細な区分が行える。このため、堆積物ごとの細かいオーダーで地形環境を復原し、その変化を辿る

ことができる。しかも、堆積物には編年された考古遺物がしばしば含まれる。復原された地形環境の

時期はそれを適して明確にすることが可能となる。同時に調査区では、人間活動の痕跡である遺構が

検出されるため、過去の人間生活が知られる。そこでは、地形環境と人間生活の係わりをも考察でき

るのである。

本稿では、荒尾南遺跡における地形環境を明らかにし、それと人間活動との関係について考察した

い。調査では、本遺跡の調査区付近における地形の分類と堆積物の把握を試みた。地形分類では、ま

ず2万分の l空中写真を判読することによって調査区周辺の地形面を区分し、ついで5，000分の l空

中写真の判読と現地踏査にもとづいて調査区付近における微地形の分類を行った。

堆積物に関しては、ボーリング資料の解析によって更新世末期以降のものを大きく捉えるとともに、

調査区での地質断面を詳細に観察した。調査区における堆積物の観察は、遺構検出面より上位だけで

なく、 6つの調査区 (094地点、 082地点、 102b地点、 068地点、 118地点、ならびに 119地点)

において掘削したトレンチ断面で遺構検出面以深についても行った。こうして得られた地形と堆積物

の調査結果に、遺構の分布や時期などの発掘調査成果を加えて、調査区付近における地形環境及びそ

れと人間活動との係わりを考察した。

2 調査区付近の地形分布

(1) 調査区周辺の地形菌

本遺跡の調査区は濃尾平野の北西部に位置する。調査区の北西には標高 130~300m の山地がみら

れ、その南から東に広がる平野には、揖斐川水系に属する比較的小規模な河JlIが流れる。調査区の東

には杭瀬川、西には大谷川がほぼ南流し、大谷川より西方には相川が南東へ流下する。調査区周辺の

平野は更新世段丘、沖積低地、及び支流性扇状地に大きく分けられ、沖積低地はさらに完新世段段と

現氾濫原に細分される(図2541)。これらのうち、更新世段丘は3函に、また完新世段丘は2面に区

分され、本稿ではそれらを高位のものから順に更新世段丘 I.I1.m、ならびに完新世段丘 1• IIと

呼ぶe

調査区周辺に分布するとれらの地形には、次のような特徴がみられる。

〔更新世段丘I) 更新世段丘は調査区の北西に集中して認められる。それらのうち更新世段丘 Iは、
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〔完新蛍段丘IJ この段丘は調査区西方の相川に沿って発遺する。段丘面は、全体として東へ緩やか

に傾斜し、大谷川が涜れる段丘東部では南東へ高度を下げる.段丘の南端には比高 1.......2mの段丘盤

がみられるものの、その比高は東へ小さくなり、東端では完新世段丘Eと傾斜変換線で接する。本段

丘は、形成時期が定かでなく、

更新世段丘である可能性が残さ

れている.

〔完新世段丘町 これは杭瀕川

と相川沿い、及び完新世段丘I

の東側にみられ、調査区以南で

はそれらが連続して広がる.こ

の段丘は、段丘面がほぼ平坦で、

比高50cm前後の段丘崖で現氾

濫原と接する.杭瀬川沿いでは、

段丘崖の比高が南に向かつて減

少し、福田町より下擁でほとん

どな〈なる.調査区はこのよう

な完新世段丘Eに位置する.

〔現氾濫原〕 この地形面は沖積

低地において最も低い.これは、

杭讃川と大谷川に沿って認めら

れ、大谷川沿いでは断続的に、

また杭瀬川に沿ってはそれより

連続して分布する.

〔支流性扇状地〕 とれは背後

の山地から堆積物が供給され

てできた小規模な扇状地である。

この扇状地は、調査区の北西に

みられる山地の獲に点々と分

布し、山地を刻む谷の中から発

達する。地表情斜は 12%前後

と大きく、更新世段丘Eまたは

完新世段丘 Iと傾斜変換線で

接している.

(2) 調査区付近の徹地影

開査区は完新世段丘Eにみら

れる扇状地と自然場防帯の境界

付近に位置する。調査区の北半

.. . . ~ . 

. ~ .~. . ~ . .:.:. . ~ . _. 

. ~ . ~ . ~ . . ~ . ~ . 

. ~ . ~ . ~ . 
. ~ . ~ . : . .: . _. -. . .:. . . : .:.: . . :.:. : . .: . :.: . .:.:.: . .: .:.:.:. .:.:.: . .:.:.:.:. .:.:.: . .:.:.:. ・・・.. ~ . ~ . ~ . ~ . . . . . . . . . . .:.:.: . .: . :.:.:. .:.:.: . .: .:.:. .:.:.: . . -.:.:. -・・・・・.. ~ . ~ . ~ . 

. ~ . : . : . .:.:.: . . :.:.: . . :.:. : . . ._. . . : .:. : . . : .:.: . . :.:. .: . :.:. .:.: . .: .:.:. .:.: . .:.:.: . .:.-. ・・._. . ._. . . . . :.:. .: . :. .:.: . .: .:. .:.: . .:.:. .:.:. .:.:. .: . .:.:. .: . .: . .: . .:. . : . . . . :. .: . .一.

且l新t!t段丘皿

~ 埋没l州道

E ヨ.l'1!没後背潟地

_l!I!没旧中州

- 思没自然淀防

。

図 2542 調査区付近における微地形の分布

100m 
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自然科学分析

がみられ、上部には黒褐色の

シルト〈同図の堆積物4)と

暗灰黄色のシルト〈同図の堆

積物2)が認められる。これ

らは連続性があまりよくない.

とくに暗褐灰色の砂穣{同図

の堆積物22)は、局所的に分

布し、径2cm以下の細かい績

からなる.下部にみられる堆

第6章114 

積物のうちオリーブ黒色のシ

ルト〈同図の堆積物6)は、

土域化した旧表土で、弥生時

代中期から古墳時代前期を中

心とする遺物を含む.また、

それより下位の堆積物は砂穣

上面の低い部分にみられる.

調査区北半部の西端に位置

する 10_3地点では、旧河道堆

積物の下に砂操からなる旧中

州が認められる。との埋没旧

中州は、 10_3地点の北東部か

ら南南西へ延びる小規模なも

ので、長さが40-50m、帳が

約20mしかない.旧中州を構

成する砂礁の最上部には樹木

化石が混入しており、ぞれは

縄文時代晩期前菜に該当する

2.950全 20yrsBP(1.264 ....... 

1，111ぬIBC)の14c年代債を示

すめ。このような旧中州の上

面では、縄文時代晩期後半の

竪穴住居跡カt検出されている.

②埋没旧河道の分布域におけ

る堆積物

1O_2b地点の地質断面図図2547

調査区北半部の西端と東端

では、複数の埋没旧河道が都

分的に重複して認められる.
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は主にシルトによって埋積されている。上部のシルトは旧河道の周囲より約1m低い箇所に堆積して

おり、それには黒色のシルトや泥炭が複数挟まれる.中部のシルトには縄文時代晩期後半から弥生時

代前期の遺物が含まれ、上部ではとくに黒色のシルトに弥生時代後期から古墳時代前期の遺物が混入

する。

10_2b地点の南西側に位置する 10_3地点では、タイプEに属する埋没旧荷造が2本認められる。 2

本の旧河道は10_3地点にみられる小規模な旧中州の西側と南東側に分布する。これらの旧河道では、

統路跡が上下に重複して観察される.下位の旧荷造 (NR010)は砂とその上にのる砂嫌に埋積されて

おり、とれらには縄文時代晩期後半の遺物が含まれる。中でも、砂穣は南南西へ高度を下げる旧中州

の南西部を被覆し、その上面からは弥生時代前期の木結墓が検出されている.上位の旧河道 (NR011)

は、この旧河道堆積物を切って分布し、下位の旧河道より浅い。上位の旧凋道堆積物は下部が砂襲、

上部が灰色と黒色を呈するシルトである。それらには弥生時代前期から中期の遺物が混入し、上部の

シルトは木給基が分布する埋没旧中州の多くを覆う.

調査区北半部の東端では、西端と同様に埋没旧荷造が複数分布する.ただし、ここでは地質断面〈ト

レンチ断面)の観察が局所的であるため、ぞれらの詳細は明らかでない.06_8地点の地質断面{図

2548)では、埋没旧河道の東部が認められる。これは、タイプ Iの旧河道に該当し、東部は青灰色

や暗縄灰色を呈する砂質シルトとシルト(同図の堆積物10-12)に埋積されている.これらのうち、

暗褐灰色のシルト(同図の堆積物11)に混入する植物遺体は2.955土25yrsBP(1.266 --1.056calBC) 

の14C年代植を示し、これは縄文時代晩期前葉に相当する 8〉.この旧河道に切られる細粒堆積物

7.00m 7.00m 

。 0' 
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124第6章 自然科学分析

4 調査区付近における地形環境の変遷

これまでに述べた事柄から、調査区付近の地形環境は次のように考察される。

〔ステージ 1J 縄文海進頂期以降、調査区北半部には扇状地が2度発達した。そのうち 2度目の発達

は縄文時代後期ころで、調査区北半部ではこの時期に杭瀬川をはじめとする河川によって砂磯の堆積

が行われた。調査区北半部の中央付近では、径の大きい磯と細かい撲からなる砂磯が順次堆積し、

1.5m以上の比高をもっ中州が形成された。他方、調査区南半部では、縄文時代後期後葉前後に砂質シ

ルトやシルトなどが洪水によってもたらされ、後背湿地が発達していった。そこでは、局地的に低湿

化して黒色のシルトが生成された。

〔ステージ2J 縄文時代晩期前葉から中葉にかけて、調査区北半部の西端では流路の形成と埋積が活

発に起こり、流路変更が少なくとも4度みられた。流路の側には小規模な中州が形成され、流路は主

に砂磯や砂によって埋積された。とのとろ、調査区北半部の東端にも河川が流ドしたa そのうち 1本

は縄文時代晩期前葉までに細粒堆積物によって埋積された。流路を埋積させた洪水は調査区北半部中

央付近の旧中州上へも及んだ。そこでは、砂やシルト質砂、砂質シルトなどが数度の洪水によっても

たらされ、!日中州上面の低所から順に堆積していった。こうした堆積はやがて流路跡(タイプ Iの旧

河道)の上にもみられるようになり、旧中州のほとんどと旧河道は浅く埋没した。

調査区南半部の後背湿地上では、縄文時代後期末から晩期初頭に洪水による砂の堆積がはじまった。

そこでは、さらにその上にシルト質砂や砂質シルトが堆積し、比高約2mの自然堤防が形成された@

この自然堤防はその後砂やシルト質砂などの堆積によって拡大した。

〔ステージ3) 調査区北半部の西端では、タイプ Iの旧河道がつくられた直後に、複数の流路が形成

された.それらの多くは調査区南半部を通り、南または南西へ延びていた.調査区北半部の流路側R001・

002・005など)では、その形成から聞もない縄文時代晩期中葉とろに、流路内で発生した洪水に伴っ

て下部が砂磯や砂に埋積された。

〔ステージ4J 調査区南半部に分布する流路の多く (11_8地点や09_13地点を通るSDc202・NRc1など)

では、縄文時代晩期中葉またはそれ以降弥生時代前期にかけて砂磯や砂が F部に堆積したa これとほ

ぼ同じころ、調査区北半部の西端でも洪水堆積が流路内でみられ、流路の埋積が進んだ。 08_2地点北

西部や 10_2b地点西側に分布する比較的大規模な流路 (NROOl・002)では、縄文時代晩期後半から弥

生時代前期にシルトの堆積が中部で行われた。また103地点では、縄文時代晩期後半に小規模な旧中

州に竪穴住居が建てられた。そこでは、その後旧中州の西側と南東側を通る流路 (NR01u)が砂と砂

礁に埋積され、その際高度の低い!日中州南西部が砂礁に覆われた。さらに、 ζれらの!日河道には再び

浅い流路 (NROll)が形成された。

タイプ Iの旧河道が埋没した縄文時代晩期中葉とろ以降、調査区北半部中央付近の埋没旧中州上と

南半部の自然堤防では、洪水の及ばない安定した環境が現出していた。この環境下で埋没旧中州上で

は、弥生時代前期に方形周溝墓が築造された.また、 10_3地点の小規模な埋没旧中州上でも弥生時代

前期に安定した環境がみられ、そとでは木棺墓がつくられた。

〔ステージ5J 調査区北半部中央付近の埋没旧中州上と南半部の自然堤防では、弥生時代中期に入っ

ても引き続き環境が安定していた。しかも、 ζれらの微地形は埋積途中の流路より約 1mあるいはそ

れ以上高かったため、そこには多数の方形周溝墓が築造された。ただし、いくつかの流路では洪水に
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である。との時期には活発な流路変更がみられた。タイプEの!日何道は縄文時代晩期中葉以降に形成

された流路跡である。中でも大規模なものは、下部が縄文時代晩期中葉ころ、中部と上部がその後古

墳時代前期までに埋積され、上部の埋積過程では洪水後に繰り返し湿地化した特徴をもっ。調査区北

半部の西端には両タイプがみられ、東端ではタイプ Iの旧河道のみが確認される。このような旧河道

の埋没時期は、タイプ Iが縄文時代晩期中葉ころ、タイプEは古墳時代中期以降である。

自然堤防帯に位置する調査区南半部には、埋没した自然堤防と!日和J道が分布する。自然堤防の形成

は縄文時代後期末から晩期初頭に後背湿地上で開始され、これはその後拡大した。自然堤防の形成・

拡大期には、調査区北半部の扇状地で旧中州上への洪水堆積や流路の形成・埋積などが激しくなされ

ており、このころは後世の人間生活に影響する重要な地形変化が起こった時期と考えられる。自然堤

防の末端には、弥生時代中期末から後期にかけてのある時期に洪水が及び、その埋没がはじまるのは

古墳時代前期であった。埋没旧f可道については、調査区北半部の西端から延びるタイプEが確認され

る。これらの流路は、下部に砂磯が堆積し、上部が滋地化した状態で埋積された点で共通する。ただ

し、各流路は埋積時期が少し異なり、それぞれ弥生時代中期から古墳時代初頭までの聞にほぼ埋積さ

れた。

こうした微地形が認められる調査区では、人間活動が主に縄文時代晩期から古墳時代前期にかけ

てみられた。居住域と墓域は 10_3地点付近の旧中州、調査区北半部中央付近の埋没旧中州上、及び

南半部の自然堤防に形成され、生産域(水間)には068地点付近の埋没旧河道上が利用された@旧

中州、埋没旧中州上、ならびに自然堤防が居住域や墓域となった大きな理由は、そこが周囲より高い

ため、比較的高燥で排水されやすいことにある。また埋没!日河道上の水回利用については、そこがや

や低いため集水の便がよいことと、旧河道を覆う堆積物が水田土壊に適したシルトであることなど

に起因する。

このような人間活動のうち居住域や墓域への土地利用は、地形環境に応じて長短2種類の期間でな

された。 10_3地点付近の小規模な旧中州(埋没旧中州上)では、縄文時代晩期後半に竪穴住居、弥生

時代前期に木棺墓がつくられ、これらの築造後にそれぞれ洪水が及んだ。そこでは、人聞が居住域や

墓域に適した旧中州(埋没旧中州上)で活動したものの、洪水の起こらない安定した環境が長く続か

ず、居住域や慕域への利用は短期間にとどまった。

他方、調査区北半部中央付近の埋没旧中州上では、縄文時代晩期後半から環境が安定し、洪水は主

に流路内で発生した。こうした環境が継続したため、埋没旧中州上は比較的長期聞にわたって居住域

や墓域に利用され、ぞとでは弥生時代前期と中期に方形周溝墓、弥生時代後期中葉から古墳時代前期

に竪穴住居がつくられた。当時は周囲に埋積途中の流路(タイプEの旧河道)が複数存在し、これら

と埋没旧中州上との聞には 1m前後の比高が認められた。調査区南半部の自然堤防でも、これとほぼ

同様の地形環境が縄文時代晩期後半から続き、類似した土地利用がみられた。ここでは、主として方

形周溝墓が弥生時代中期から古墳時代前期に、また木棺墓が弥生時代後期から古墳時代初頭に築造さ

れ、古墳時代前期には竪穴住居が建てられた。

とくに、弥生時代中期の方形周溝墓は調査区北半部中央付近の埋没旧中州上と調査区南東部の自然

堤防で数多く認められる。之の一因も、安定した環境が弥生時代中期まで比較的長く継続していたと

とにある。これとは対照的に、調査区南東部の自然堤防では方形周溝墓や竪穴住居をはじめとする弥
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